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は

じ

め

に

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら
約
二
年
が
経
っ
た
一
九
四
七
年
七
月
四
日
、
日
本
で
最
初
の
白
書
と
な
る
『
経
済
実
相
報
告
書
』
が

発
表
さ
れ
た
。
そ
の
白
書
は
、
経
済
安
定
本
部
の
総
合
調
整
副
委
員
長
を
勤
め
て
い
た
都
留
重
人
の
考
え
方
を
強
く
反
映
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
る
た
め
都
留
白
書
と
も
呼
ば
れ
る
。
都
留
は
、
財
政
も
企
業
も
家
計
も
赤
字
と
い
う
「
さ
ん
た
ん
た
る
喰
い
つ
ぶ
し
経
済
の

占
領
期
米
国
の
対
日
経
済
援
助
政
策
の
形
成

対
日
占
領
政
策
の
転
換
過
程
に
見
る
中
国
要
因

高
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慶

吉
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実
態
」
を
鋭
く
分
析
し
、「
再
建
復
興
の
た
め
の
い
し
ず
え
」
と
す
べ
く
そ
れ
を
広
く
国
民
に
伝
え
た
。

(

�)

都
留
白
書
発
表
か
ら
五
年
が

経
っ
た
一
九
五
二
年
、
日
本
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
発
効
に
よ
り
独
立
を
果
た
す
。
そ
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
昭
和
二
七
年

度
経
済
白
書
は
、
国
際
収
支
上
の
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
日
本
経
済
の
「
立
直
り
の
テ
ン
ポ
は
欧
米
諸
国

と
比
較
し
て
も
著
し
く
高
い
」
と
評
し
た
。
同
白
書
に
は
日
本
の
戦
後
復
興
を
早
め
た
要
因
が
い
く
つ
か
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
米
国
の
対
日
経
済
援
助
で
あ
る
。

(

�)

占
領
期
米
国
の
日
本
向
け
経
済
援
助
は
、
そ
の
目
的
の
相
違
か
ら
、
二
種
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
占
領
地
行
政
救

済
資
金
、
い
わ
ゆ
る
ガ
リ
オ
ア(

G
o

v
e

rn
m

e
n

t
an

d
R

e
lie

f
in

O
ccu

p
ie

d
A

re
as,

G
A

R
IO

A
)

援
助
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
目
的
は
、
占
領
改
革
の
遂
行
の
上
で
障
害
と
な
る
飢
餓
や
疾
病
の
蔓
延
、
そ
し
て
社
会
不
安
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九

四
七
会
計
年
度
か
ら
支
給
さ
れ
、
主
に
食
糧
調
達
に
充
て
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
は
占
領
地
経
済
復
興
資
金
、
い
わ
ゆ
る
エ
ロ
ア

(
E

co
n

o
m

ic
R

e
h

ab
ilitatio

n
in

O
ccu

p
ie

d
A

re
as,

E
R

O
A

）
援
助
で
あ
る
。
名
称
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
は
占
領
地
域
の
経
済

復
興
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
四
九
年
度
か
ら
支
給
さ
れ
、
主
に
工
業
生
産
の
拡
大
に
必
要
な
原
材
料
の
調
達
に
充
て
ら
れ

た
。

(

�)

占
領
期
に
日
本
に
対
し
て
支
給
さ
れ
た
こ
れ
ら
援
助
の
総
額
は
約
二
〇
億
ド
ル
に
上
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
規
模
は
同
時
期
の

ア
ジ
ア
諸
国
向
け
経
済
援
助
の
中
で
は
最
大
で
あ
る
。

(

�)

こ
う
し
た
内
容
の
米
国
の
対
日
援
助
に
注
目
す
る
と
、
四
九
年
度
の
エ
ロ
ア
援
助
の
支
給
開
始
が
占
領
政
策
に
と
っ
て
一
つ
の
重
大

な
転
機
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
占
領
初
期
、
ト
ル
ー
マ
ン
（H

arry
S
.

T
ru

m
an

）
政
権
は
日
本
の
非
軍
事
化
・
民
主

化
に
力
を
注
ぎ
、
同
国
の
戦
後
復
興
を
基
本
的
に
自
助
の
問
題
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
の
時
期
に
支
給
さ
れ
た
対
日
援
助
の
目
的
が
救

済
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
八
年
六
月
の
対
外
援
助
歳
出
法
の
制
定
を
機
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
そ

う
し
た
方
針
を
転
換
。
同
法
の
規
定
の
下
、
エ
ロ
ア
援
助
の
支
給
を
開
始
し
、
本
格
的
な
対
日
復
興
支
援
へ
と
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

論 説
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こ
う
し
て
非
軍
事
化
・
民
主
化
か
ら
復
興
へ
と
大
き
く
政
策
の
舵
を
切
っ
た
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
四
八
年
一
〇
月
、
対
日
政
策
に
関

す
る
国
家
安
全
保
障
会
議
文
書
・
Ｎ
Ｓ
Ｃ
一
三
／
二
を
策
定
す
る
。
占
領
方
針
全
般
の
転
換
を
決
定
付
け
た
そ
の
文
書
は
、
日
本
の
経

済
復
興
を
米
国
の
対
日
政
策
の
主
要
な
目
的
に
す
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
も
の
だ
っ
た
。

(

�)
こ
う
し
た
対
日
占
領
方
針
の
変
化
に
注
目
す
る
研
究
は
数
多
く
あ
り
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
一
三
／
二
の
成
立
に
至
る
過
程
は
詳
細
に
分
析
さ
れ

て
き
た
。
特
に
、
そ
の
文
書
の
起
草
を
行
っ
た
国
務
省
政
策
企
画
室
の
室
長
ケ
ナ
ン
（G

e
o

rg
e

F
.

K
e

n
n

an

）
の
役
割
に
は
多
大
な
関

心
が
払
わ
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

(

�)

し
か
し
転
換
期
を
扱
う
既
存
の
研
究
で
は
、
占
領
方
針
の
変
化
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、
日
本
の

経
済
復
興
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
や
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
米
政
府
内
の
議
論
が
分
析
の
俎
上
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

日
本
復
興
の
た
め
の
代
表
的
な
政
策
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
エ
ロ
ア
援
助
計
画
の
成
立
過
程
が
い
ま
だ
詳
ら
か
で
な
い
理
由
の
一
端
は

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

�)

ま
た
同
様
の
理
由
か
ら
、
既
存
の
研
究
で
は
占
領
方
針
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
と

し
て
冷
戦
要
因
（
ソ
連
要
因
）
が
注
目
さ
れ
る
一
方
で
、
日
本
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
た
日
本
の
周
辺
諸
国
、
特
に
中

国
に
対
す
る
米
国
の
関
心
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
日
本
復
興
と
い
う
新
た
な
占
領
方
針
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

看
過
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

(

�)

日
本
復
興
を
目
指
す
米
国
政
府
は
、
石
炭
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
原
材
料
と
巨
大
な
潜
在
的
市
場
を
持
つ
中
国
が
、
日
本
に
と
っ

て
最
重
要
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
対
日
戦
勝
国
の
中
で
も
最
大
の
戦
禍
を
受
け
て
い
た
中

国
で
は
日
本
復
興
に
対
す
る
警
戒
心
が
強
く
、
強
烈
な
反
日
感
情
も
渦
巻
い
て
い
た
。
し
か
も
、
戦
後
世
界
に
お
い
て
日
本
に
代
わ
る

ア
ジ
ア
の
大
国
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
中
国
に
と
っ
て
、
日
本
の
強
化
に
つ
な
が
る
米
国
の
対
日
復
興
支
援
は
お
よ
そ
歓
迎
で

き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
、
米
国
の
日
本
復
興
政
策
は
中
国
の
対
日
悪
感
情
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
し
、

日
本
経
済
の
復
興
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
と
考
え
ら
れ
た
日
中
貿
易
関
係
の
発
展
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
の
経

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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済
復
興
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
と
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
必
須
手
段
に
支
障
を
来
し
か
ね
な
い
と
い
う
厄
介
な
状
況

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
米
国
は
い
か
に
し
て
日
本
復
興
政
策
を
推
し
進
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
米
国
の
中

国
に
対
す
る
関
心
に
注
目
し
つ
つ
、
エ
ロ
ア
援
助
計
画
の
成
立
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
問
い
に
答
え
た
い
と
思
う
。

そ
の
際
に
は
、
行
政
府
ば
か
り
で
な
く
、
援
助
予
算
審
議
を
行
う
連
邦
議
会
も
分
析
対
象
に
含
め
る
。
エ
ロ
ア
援
助
計
画
と
の
関
連

で
議
会
の
影
響
に
注
目
し
た
研
究
と
し
て
は
、
ハ
ワ
ー
ド
・
Ｂ
・
シ
ョ
ー
ン
バ
ー
ガ
ー
（H

o
w

ard
B

.
S

ch
o

n
b
e

rg
e

r

）
の
「
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
Ｈ
・
ド
レ
ー
パ
ー
Jr.
―
第
八
〇
連
邦
議
会
と
日
本
の
『
逆
コ
ー
ス
』
の
起
源
」
と
い
う
論
考
が
あ
る
。

(

�)

し
か
し
、
同
研
究
の
焦

点
は
あ
く
ま
で
も
日
本
復
興
政
策
の
推
進
者
で
あ
っ
た
ド
レ
ー
パ
ー
（W

illiam
H

.
D

rap
e

r,
Jr.

）
陸
軍
次
官
に
あ
り
、
議
会
に
つ
い

て
の
関
心
は
副
次
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
中
国
重
視
の
立
場
を
と
り
、
エ
ロ
ア
援
助
計
画
の
議
会
通
過
を
困
難

な
ら
し
め
た
親
�
介
石
派
議
員
の
活
動
が
看
過
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
議
会
の
影
響
に
関
す
る
考
察
を
不
十
分
な
も
の
に
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
本
稿
で
は
、
議
会
の
動
向
、
特
に
エ
ロ
ア
援
助
審
議
が
行
わ
れ
た
第
八
〇
議
会

(

一
九
四

七
―
四
八
年)

に
お
け
る
親
�
派
議
員
の
言
動
に
注
目
し
、
対
日
復
興
援
助
予
算
が
議
会
を
通
過
す
る
ま
で
の
過
程
を
よ
り
詳
細
に
分

析
し
た
い
と
考
え
る
。

本
稿
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
、
占
領
初
期
の
厳
し
い
対
日
経
済
政
策
を
産
業
規
制
と
賠
償
政
策
を
中
心

に
概
観
す
る
と
と
も
に
、
ガ
リ
オ
ア
援
助
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
追
う
。
第
二
章
と
第
三
章
で
は
、
内
外
の
政
治
情
勢
の
変
化

を
背
景
に
対
日
占
領
政
策
の
転
換
が
模
索
さ
れ
る
中
、
国
務
省
と
陸
軍
省
で
行
わ
れ
た
対
日
経
済
政
策
の
見
直
し
作
業
に
注
目
す
る
。

ま
ず
第
二
章
で
は
国
務
省
の
日
本
復
興
計
画
作
成
の
試
み
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
結
局
失
敗
に
終
わ
っ
た
要
因
を
考
察
す
る
。
続
く
第

三
章
で
は
陸
軍
省
の
取
り
組
み
に
注
目
し
、
エ
ロ
ア
援
助
計
画
の
立
案
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
陸
軍
省
主
導
で
作
成

さ
れ
た
エ
ロ
ア
援
助
計
画
は
、
四
八
年
一
月
に
議
会
に
提
案
さ
れ
た
。
第
四
章
で
は
、
四
八
年
六
月
の
対
外
援
助
歳
出
法
の
制
定
に
至

論 説
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る
ま
で
の
議
会
に
お
け
る
エ
ロ
ア
援
助
審
議
に
注
目
す
る
。

第
一
章

救
済
援
助
の
始
ま
り

占
領
初
期
、
米
国
が
対
日
政
策
の
第
一
目
標
と
し
て
定
め
た
の
は
日
本
の
非
軍
事
化
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
九
月
六
日
、
ト
ル
ー

マ
ン
大
統
領
は
、「
究
極
ノ
目
的
」
の
第
一
項
に
、「
日
本
國
ガ
再
ビ
米
國
ノ
脅
威
ト
ナ
リ
又
ハ
世
界
ノ
平
和
及
安
全
ノ
脅
威
ト
ナ
ラ
ザ

ル
コ
ト
ヲ
確
實
ニ
ス
ル
コ
ト
」
と
規
定
し
た
「
降
伏
後
ニ
於
ケ
ル
米
國
ノ
初
期
ノ
對
日
方
針
」(

以
下
、「
初
期
の
対
日
方
針
」
と
略)

を
承
認
し
た
。

(

�)

一
般
に
は
、
非
軍
事
化
と
並
ぶ
米
国
の
占
領
目
的
と
し
て
日
本
の
民
主
化
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
民
主
化
も
広
い

意
味
で
は
非
軍
事
化
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
民
主
化
は
そ
れ
自
体
、
米
国
の
追
求
す
る
政
策
目
的
で
あ
る
一
方
で
、
日
本

の
軍
国
主
義
の
根
源
を
断
つ
た
め
の
政
策
手
段
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

(

�)

そ
う
し
た
広
義
の
米
国
の
非
軍
事
化
政
策
が
、
日
本
軍
の
解
体
だ
け
に
と
ど
ま
る
は
ず
は
な
く
、
そ
の
対
象
は
政
治
や
教
育
な
ど
広

範
囲
に
及
ん
だ
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
経
済
の
領
域
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
財
閥
解
体
や
農
地
改
革
、
そ
し
て
労
働
改
革
な
ど
に

よ
り
、
日
本
の
経
済
制
度
・
構
造
の
民
主
化
が
目
指
さ
れ
た
。
ま
た
、
よ
り
直
接
的
に
日
本
の
戦
争
遂
行
能
力
を
除
去
す
る
た
め
、
産

業
規
制
も
行
わ
れ
る
。
一
九
四
六
年
八
月
七
日
、
国
務
・
陸
軍
・
海
軍
三
省
調
整
委
員
会
（S

tate
-W

ar-N
av

y
C

o
o

rd
in

atin
g

C
o

m
-

m
itte

e
,

S
W

N
C

C
.

以
下
、
三
省
調
整
委
員
会
と
略
）
は
、
武
器
の
生
産
に
直
接
的
に
関
係
す
る
機
械
設
備
の
全
て
と
民
間
航
空
機
、

五
〇
〇
〇
総
ト
ン
以
上
の
商
船
生
産
能
力
を
破
壊
す
る
か
賠
償
と
し
て
取
り
立
て
る
と
規
定
し
た
文
書
（
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
〇
二
）
を
承

認
し
た
。

(

�)

三
省
調
整
委
員
会
は
ま
た
同
文
書
に
お
い
て
、
鉄
鋼
業
や
金
属
工
業
な
ど
を
戦
争
支
持
産
業
（w

ar-su
p

p
o

rtin
g

in
d

u
stry

）
と
分

類
し
、
そ
れ
ら
産
業
の
機
械
設
備
に
つ
い
て
も
平
時
需
要
を
超
過
す
る
分
を
賠
償
用
に
充
当
す
る
と
定
め
た
。
平
時
需
要
は
、
一
九
三

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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〇
年
か
ら
三
四
年
の
日
本
に
お
け
る
生
活
水
準
を
基
準
に
決
め
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
の
時
期
を
選
ん
だ
の
は
以
下
の
理
由
に
よ

る
。
ま
ず
一
九
三
〇
年
よ
り
前
の
生
活
水
準
は
、
そ
の
後
の
商
工
業
の
発
展
や
技
術
進
歩
、
生
産
構
造
の
変
化
に
よ
り
戦
後
に
適
用
す

べ
き
基
準
と
し
て
適
当
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
三
五
年
か
ら
三
九
年
は
、
日
本
の
歴
史
上
最
も
高
い
生
活
水
準
に
達
し
た
時
期
で
あ
っ

て
、
そ
の
時
期
を
基
準
に
と
る
こ
と
は
戦
争
目
的
に
転
用
し
得
る
か
な
り
の
余
剰
能
力
を
許
容
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
一

九
四
〇
年
以
後
に
つ
い
て
は
、
日
本
経
済
が
急
速
に
戦
時
経
済
化
し
た
時
期
で
あ
る
こ
と
、
及
び
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
採
用
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。

(

�)

Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
〇
二
に
は
、
破
壊
や
賠
償
撤
去
が
行
わ
れ
た
後
の
産
業
水
準
に
関
す
る
規
定
も
あ
る
。
軍
事
産
業

(

民
間
航
空
機
、

五
〇
〇
〇
総
ト
ン
以
上
の
商
船
を
含
む)

に
つ
い
て
は
そ
の
再
建
が
禁
止
さ
れ
、
戦
争
支
持
産
業
と
し
て
分
類
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、

特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
七
部
門

(
鉄
鋼
、
軽
金
属
、
工
作
機
械
、
造
船
、
石
油
精
製
、
合
成
石
油
、
合
成
ゴ
ム)

を
、
賠
償
撤
去
後
の

残
余
能
力
以
上
に
拡
大
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
そ
の
適
用
期
間
は
占
領
期
間
と
さ
れ
、
占
領
終
了
後
の
規
制
に
つ
い
て
は
別
途
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
月
一
三
日
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
〇
二
は
Ｆ
Ｅ
Ｃ
〇
八
四
と
し
て
極
東
委
員
会
に
付
議
さ
れ
た
。

(

�)

三
省
調
整
委
員
会
の
八
月
七
日
決
定
に
お
い
て
一
九
三
〇
―
三
四
年
の
生
活
水
準
が
基
準
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
米
国
が
日
本
に
そ
の

水
準
を
維
持
す
る
た
め
の
工
業
生
産
能
力
を
保
証
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
基
準
は
日
本
経
済
の
非
軍
事
化

を
進
め
る
た
め
の
一
つ
の
指
標
に
過
ぎ
ず
、
別
途
検
討
さ
れ
て
い
た
包
括
的
な
賠
償
計
画
に
よ
っ
て
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
〇
二
に
規
定

さ
れ
た
以
上
の
機
械
設
備
が
撤
去
の
対
象
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

(
�)

対
日
賠
償
計
画
の
作
成
は
、
対
独
賠
償
委
員
会
の
米
国
代
表
を
務
め
て
い
た
ポ
ー
レ
ー(

E
d

w
in

W
.

P
au

le
y)

を
長
と
す
る
使
節
団

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
四
五
年
一
〇
月
三
一
日
、
調
査
の
た
め
の
訪
日
を
直
前
に
控
え
た
ポ
ー
レ
ー
は
大
統
領
の
裁
可
を
得
た
後
、
対

日
賠
償
政
策
に
関
す
る
声
明
を
発
表
す
る
。
そ
の
声
明
で
ポ
ー
レ
ー
は
、
日
本
の
工
場
設
備
、
特
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
が
有
す
る
原
材
料

論 説
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を
加
工
す
る
上
で
決
定
的
な
重
要
性
を
持
つ
設
備
を
日
本
か
ら
賠
償
と
し
て
他
国
に
移
転
す
る
と
い
う
方
針
を
示
し
た
。
こ
の
方
針
の

背
景
に
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
日
本
に
対
す
る
第
一
次
産
品
の
供
給
者
と
し
て
の
地
位
に
押
し
止
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
日
本
の
支
配
的
地
位
の
確
立
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
見
方
が
あ
っ
た
。
米
国
は
、
日
本
の
重
要
産
業
設
備
の
多
く
を
近
隣
の
ア
ジ

ア
諸
国
に
移
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
垂
直
的
な
経
済
構
造
を
打
破
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
経

済
力
を
日
本
の
産
業
設
備
に
よ
っ
て
強
化
す
る
こ
と
が
、
そ
の
地
域
の
経
済
的
安
定
、
ひ
い
て
は
政
治
的
安
定
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

た
の
で
あ
る
。
一
〇
月
三
一
日
の
ポ
ー
レ
ー
声
明
は
、
日
本
に
再
び
「
指
導
者
や
支
配
者
と
し
て
の
立
場
」
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
と

す
る
強
い
決
意
の
表
明
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

ポ
ー
レ
ー
使
節
団
は
、
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
日
本
や
中
国
、
朝
鮮
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
調
査
を
行
っ
た
後
、
一
二
月
一
八
日

に
中
間
報
告
書
を
大
統
領
に
提
出
し
た
。
そ
の
報
告
書
で
ポ
ー
レ
ー
は
、
日
本
が
い
ま
だ
平
時
に
必
要
と
さ
れ
る
生
産
能
力
を
超
え
る

工
業
力
を
有
し
て
い
る
と
の
調
査
結
果
を
伝
え
、
日
本
の
全
て
の
在
外
資
産
の
没
収
と
、
余
剰
能
力
の
一
部
を
最
終
的
な
賠
償
計
画
の

決
定
を
待
た
ず
に
日
本
か
ら
撤
去
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。

(

�)

当
時
、
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
の
総
務
課
長
を
務
め
て
い
た
朝
海
浩
一
郎

が
回
顧
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ポ
ー
レ
ー
が
特
に
重
視
し
て
い
た
の
は
、
ボ
ー
ル
・
ベ
ア
リ
ン
グ
産
業
と
鉄
鋼
業
で
あ
っ
た
。

(

�)

中
間

報
告
書
で
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
全
工
場
の
撤
去
、
後
者
に
つ
い
て
は
年
産
二
五
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
鉄
鋼
生
産
能
力
の
除
去
が
勧
告

さ
れ
て
い
る
。

占
領
初
期
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
こ
れ
ら
一
連
の
対
日
非
軍
事
化
政
策
は
、
米
国
の
ア
ジ
ア
方
面
に
お
け
る
も

う
一
つ
の
主
要
関
心
国
、
中
国
に
対
す
る
政
策
と
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
た
。
米
国
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（F

ran
k

lin
D

.
R

o
o

se
v
e

lt

）

以
来
、
中
国
を
日
本
に
代
わ
る
ア
ジ
ア
の
大
国
と
位
置
付
け
て
い
た
。
そ
の
米
国
の
後
押
し
を
受
け
て
中
国
は
、
米
・
英
・
ソ
・
仏
に

並
ぶ
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
と
し
て
の
地
位
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
中
国
大
国
化
政
策
は
、
日
本
の
無
力
化
を
目
指
す

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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方
針
と
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
。

(

�)

ま
た
対
日
賠
償
政
策
は
、
日
本
の
産
業
設
備
の
中
国
移
転
に
よ
り
、
日
本
の
非
軍
事
化
と
中
国
の
大

国
化
と
い
う
二
つ
の
政
策
目
標
の
達
成
に
同
時
に
資
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

(

�)

米
国
の
戦
後
ア
ジ
ア
秩
序
構
想
の
中
で
の

日
本
と
中
国
の
位
置
づ
け
は
、
日
本
側
も
十
分
に
認
識
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
外
務
省
調
査
局
の
委
嘱
に
基
づ
き
、
四
五
年
一
二
月

に
作
成
さ
れ
た
「
日
本
経
済
再
建
の
方
途
」
と
題
す
る
研
究
報
告
書
は
、
日
本
経
済
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
と
し
て
、
米
国
の
「
東
亜

政
策
に
於
け
る
日
支
比
重
の
逆
転
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

(

�)

し
か
し
、
当
時
の
中
国
は
五
大
国
の
一
つ
に
列
せ
ら
れ
た
と
は
い
え
、
国
民
党
と
共
産
党
の
深
刻
な
対
立
を
国
内
に
抱
え
、
国
家
統

一
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
し
か
も
、
中
国
東
北
部
は
対
日
戦
終
了
間
際
に
参
戦
し
た
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
、
日
本

資
産
の
多
く
が
戦
利
品
と
し
て
持
ち
去
ら
れ
て
い
た
。
四
五
年
一
一
月
に
中
国
を
訪
れ
た
ポ
ー
レ
ー
は
、
そ
う
し
た
事
態
に
強
い
憂
慮

の
念
を
抱
く
。
彼
は
国
務
長
官
に
宛
て
た
電
報
に
お
い
て
、
ソ
連
は
満
州
の
工
業
設
備
を
持
ち
去
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
占
拠
し
た

地
域
や
日
本
軍
か
ら
接
収
し
た
武
器
弾
薬
を
中
共
軍
に
引
渡
し
て
い
る
と
報
告
し
た
。
ま
た
ポ
ー
レ
ー
は
同
電
報
に
お
い
て
、
東
北
部

の
混
乱
が
対
日
賠
償
に
与
え
る
で
あ
ろ
う
悪
影
響
も
指
摘
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
戦
前
・
戦
中
に
満
州
の
輸
出
品
の
多
く
は
日
本
に
向

か
い
、
日
本
の
重
工
業
の
過
剰
な
発
展
を
招
い
た
。
そ
れ
ら
日
本
の
余
剰
能
力
は
賠
償
と
し
て
取
り
立
て
る
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
発
展
の
経
緯
か
ら
、
日
本
の
工
業
設
備
は
満
州
の
原
材
料
や
半
製
品
に
適
合
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
も
し
満
州
の
混
乱

に
よ
り
そ
れ
ら
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
な
る
と
、
対
日
賠
償
の
受
領
国
は
「
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
」
を
負
う
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

(

�)

こ
の
よ
う
な
警
告
を
発
し
た
ポ
ー
レ
ー
は
、
翌
年
五
月
、
大
統
領
の
命
に
よ
り
東
北
部
の
詳
細
な
調
査
の
た
め
、
再
び
中

国
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
米
国
の
対
日
賠
償
政
策
は
中
国
大
国
化
構
想
の
実
現
に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
で
も
中

国
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
あ
る
論
者
は
、
ポ
ー
レ
ー
案
は
「
中
国
大
陸
の
展
開
の
関
数
」
で
あ
っ
た
と
ま
で
表

現
し
て
い
る
。

(

�)

論 説
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四
五
年
末
に
ト
ル
ー
マ
ン
に
提
出
さ
れ
た
ポ
ー
レ
ー
の
中
間
報
告
書
は
、
大
統
領
の
承
認
を
得
た
後
、
三
省
調
整
委
員
会
で
の
詳
細

な
検
討
に
付
さ
れ
た
。
四
六
年
五
月
九
日
、
ポ
ー
レ
ー
報
告
書
の
内
容
を
基
本
的
に
継
承
す
る
文
書
（
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
二
三
六
／
一
〇
）

が
三
省
調
整
委
員
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
そ
の
文
書
に
基
づ
く
中
間
賠
償
計
画
案
が
極
東
委
員
会
に
送
付
さ
れ
る
。
そ
の
米
国
案
を

基
に
、
五
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
産
業
別
の
中
間
賠
償
計
画
が
極
東
委
員
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
。
賠
償
撤
去
設
備
を
債
権
国
間

に
ど
う
配
分
す
る
か
と
い
う
難
問
が
依
然
残
っ
て
い
た
も
の
の
、
暫
定
的
な
賠
償
計
画
は
こ
う
し
て
一
応
の
決
定
を
見
た
の
で
あ
る
。

(

�)

し
か
し
、
続
い
て
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
最
終
的
な
賠
償
計
画
の
作
成
は
困
難
を
極
め
た
。
四
六
年
四
月
、
ポ
ー
レ
ー
の
最
終
報
告

書
が
大
統
領
に
提
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
産
業
水
準
を
一
九
二
六
年
か
ら
三
〇
年
水
準
程
度
に
抑
え
る
と
い
う
そ
の
報
告
書
の

内
容
が
あ
ま
り
に
過
酷
と
受
け
取
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
異
論
が
噴
出
、
米
政
府
内
で
す
ら
広
い
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

(

�)

ポ
ー
レ
ー
案
に
対
し
て
と
り
わ
け
強
い
反
対
姿
勢
を
示
し
た
の
は
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（G

e
n

e
ral

H
e

ad
q

u
arte

rs
o

f
th

e

S
u

p
re

m
e

C
o

m
m

an
d

e
r

fo
r

th
e

A
llie

d
P

o
w

e
rs,

G
H

Q

）
で
あ
っ
た
。
占
領
行
政
に
直
接
携
わ
っ
て
い
た
総
司
令
部
に
と
っ
て
、
日

本
経
済
の
あ
ま
り
の
苦
境
は
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
占
領
改
革
の
円
滑
な
遂
行
を
阻
む
重
大
な
要
因
と
な
り
か
ね
な

か
っ
た
し
、
占
領
軍
の
安
全
す
ら
脅
か
す
恐
れ
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
総
司
令
部
は
、
日
本
経
済
の
復
興
を
著
し
く
阻
害
す
る
よ
う
な

賠
償
政
策
に
は
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
四
六
年
一
二
月
、
陸
軍
省
に
送
付
し
た
意
見
書
に
お
い
て
総
司
令
部
は
、

「
日
本
が
直
ち
に
取
立
可
能
な
過
剰
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
判
断
は
誤
っ
て
」
い
る
、
と
ポ
ー
レ
ー
案
の
根
底
に
あ
っ
た
日
本
産

業
に
対
す
る
認
識
を
否
定
し
、
賠
償
計
画
の
改
訂
を
求
め
た
。

(

�)

こ
う
し
た
総
司
令
部
の
反
対
論
の
背
景
に
は
、
日
々
の
食
糧
に
も
事
欠
く
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
日
本
国
内
の
危
機
的
状
況
が
あ
っ
た
。

日
本
は
敗
戦
に
よ
り
、
戦
前
期
に
多
く
の
食
糧
を
依
存
し
て
い
た
朝
鮮
半
島
や
台
湾
を
失
っ
た
。
ま
た
、
生
産
資
材
の
不
足
や
戦
時
中

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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の
農
地
疲
弊
に
よ
り
日
本
国
内
の
食
糧
生
産
力
は
著
し
く
低
下
し
、
加
え
て
、
海
外
か
ら
続
々
と
日
本
兵
や
日
本
人
移
民
が
戻
っ
て
来

て
い
た
。
日
本
政
府
は
こ
れ
ら
諸
事
情
に
よ
る
食
糧
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、
国
内
で
の
生
産
量
の
増
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
食
糧

の
供
出
促
進
に
力
を
注
い
だ
。
し
か
し
天
候
不
順
も
あ
っ
て
、
四
五
年
産
米
は
平
年
作
の
三
分
の
二
と
い
う
不
作
に
見
舞
わ
れ
る
。
し

か
も
、
戦
時
中
の
よ
う
に
農
家
の
協
力
を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
供
出
率
も
な
か
な
か
伸
び
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
切
迫
し
た
食

糧
危
機
を
乗
り
切
る
に
は
海
外
か
ら
の
食
糧
調
達
が
欠
か
せ
な
く
な
る
。
四
五
年
秋
、
日
本
政
府
は
、
日
本
の
貿
易
活
動
を
管
理
し
て

い
た
総
司
令
部
に
対
し
て
食
糧
輸
入
の
許
可
を
求
め
た
。

(

�)

総
司
令
部
は
日
本
側
と
の
い
く
つ
か
の
や
り
取
り
の
後
、
輸
入
食
糧
の
必
要
性
を
認
め
、
米
本
国
に
対
し
て
日
本
へ
の
食
糧
輸
出
を

要
請
し
た
。
し
か
し
、
米
政
府
は
そ
れ
を
聞
き
入
れ
ず
、
四
六
年
二
月
に
は
輸
出
不
可
能
と
の
回
答
を
行
う
。

(

�)

こ
う
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン

の
対
応
は
、「
日
本
ノ
苦
境
ハ
日
本
國
自
ラ
ノ
行
為
ノ
直
接
ノ
結
果
ニ
シ
テ
聯
合
國
ハ
其
ノ
蒙
リ
タ
ル
損
害
復
舊
ノ
負
擔
ヲ
引
受
ケ
ザ

ル
ベ
シ｣

、

(

�)

と
い
う
「
初
期
の
対
日
方
針
」
の
規
定
に
反
映
さ
れ
た
厳
し
い
対
日
姿
勢
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ポ
ー
レ

ー
が
中
間
報
告
書
に
、「『

日
本
人
は
飢
え
て
い
る
』
と
い
う
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
何
の
根
拠
も
な
い
」
と
記
す
な
ど
、
日
本
の
食

糧
危
機
に
対
す
る
懐
疑
的
な
見
方
も
あ
っ
た
。

(

�)

さ
ら
に
は
、
一
九
四
五
年
に
生
じ
た
世
界
的
な
不
作
も
、
米
政
府
の
冷
淡
な
態
度
に
つ

な
が
っ
た
。
連
合
国
や
解
放
地
域
に
お
い
て
す
ら
飢
餓
の
切
迫
が
伝
え
ら
れ
、
配
分
に
あ
た
っ
て
い
た
連
合
国
食
糧
機
構
（C

o
m

b
in

-

e
d

F
o

o
d

B
o

ard

）
は
殺
到
す
る
食
糧
援
助
の
要
請
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
。

(

�)

一
〇
〇
〇
万
人
の
日
本
人
餓
死
者
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
風
説
が
飛
び
交
う
中
、
四
六
年
五
月
に
内
閣
を
発
足
さ
せ
た
吉
田
茂
は
、「
敗
戦
国
た
る
わ
が
国
は
、
食
糧
の
国
際
割
当
に
お

い
て
も
、
と
か
く
後
廻
し
に
さ
れ
る
こ
と
は
必
至
」
で
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。

(

�)

し
か
し
、
吉
田
が
首
相
の
座
に
つ
く
少
し
前
、
米
政
府
は
既
に
日
本
に
対
す
る
本
格
的
な
食
糧
輸
出
に
踏
み
切
っ
て
い
た
。
三
月
三

〇
日
、
米
国
か
ら
の
食
糧
を
積
ん
だ
第
一
船
が
横
浜
に
入
港
す
る
。
運
ば
れ
て
き
た
の
は
、
二
・
四
万
ト
ン
の
小
麦
と
米
で
あ
っ
た
。

(

�)

論 説
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こ
れ
以
後
続
く
米
国
の
対
日
食
糧
輸
出
は
、
占
領
当
局
の
強
い
要
請
と
現
地
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ワ

シ
ン
ト
ン
は
、
四
六
年
二
月
に
輸
出
不
可
能
と
の
回
答
を
送
付
し
た
後
、
改
め
て
総
司
令
部
か
ら
食
糧
輸
出
に
関
す
る
強
い
要
請
を
受

け
た
。
さ
す
が
に
二
度
も
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
米
政
府
は
三
月
に
ハ
リ
ソ
ン
（R

ay
m

o
n

d
L

.
H

arriso
n

）
大
佐
を
団

長
と
す
る
食
糧
使
節
団
を
日
本
に
派
遣
す
る
。
そ
の
調
査
結
果
は
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
に
六
〇
万
ト
ン
の
輸
入
食
糧
が
必
要
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

(
�)

ま
た
五
月
に
は
フ
ー
バ
ー
（H

e
rb

e
rt

H
o

o
v
e

r

）
元
大
統
領
を
長
と
す
る
米
飢
餓
緊
急
対
策
委
員
会
が
日
本
を
訪
れ

る
。
帰
国
後
に
大
統
領
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
は
、
ハ
リ
ソ
ン
使
節
団
の
勧
告
を
基
本
的
に
支
持
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

(

�)

し
か
も

四
月
二
五
日
に
は
極
東
委
員
会
が
、「
連
合
国
ま
た
は
解
放
地
域
よ
り
も
優
先
的
、
優
越
的
待
遇
に
な
ら
な
い
」
範
囲
で
、
日
本
の
食

糧
輸
入
を
認
め
る
と
い
う
決
定
を
下
す
。

(

�)

そ
う
し
た
中
、
結
果
的
に
は
四
六
年
中
に
約
七
〇
万
ト
ン
の
食
糧
が
日
本
に
対
し
て
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
輸
入
食
糧
の
多
く
は
、
対
日
占
領
に
直
接
的
責
任
を
持
つ
陸
軍
省
の
予
算
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。
四
六
年
度
の
支
出
は
一
億

ド
ル
超
で
あ
る
。
そ
の
資
金
は
、
戦
中
か
ら
陸
軍
が
解
放
地
域
や
占
領
地
域
で
行
っ
て
い
た
民
生
物
資
供
給
計
画
（C

iv
ilian

S
u

p
p

ly

P
ro

g
ram

）
か
ら
捻
出
さ
れ
た
。

(

�)

占
領
地
域
に
対
す
る
救
済
援
助
の
拡
大
に
伴
い
、
四
七
年
度
か
ら
は
陸
軍
省
予
算
の
中
に
ガ
リ
オ
ア
援
助
の
項
目
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
通
常
米
国
で
は
、
対
外
援
助
を
実
施
す
る
に
は
授
権
法
と
歳
出
法
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
ガ
リ
オ
ア
援

助
の
た
め
の
授
権
法
は
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、「
陸
戦
の
法
規
慣
例
に
関
す
る
条
約｣

、
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約

の
附
属
書
（
陸
戦
の
法
規
慣
例
に
関
す
る
規
則
）
第
四
三
条
に
よ
っ
て
、
救
済
援
助
に
つ
い
て
は
す
で
に
授
権
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

(

�)

そ
こ
に
は
、「
国
の
権
力
か
事
実
上
占
領
者
の
手
に
移
り
た
る
上
は
、
占
領
者
は
、(

中
略
）
成
る
へ
く
公
共
の
秩

序
及
生
活
を
回
復
確
保
す
る
為
施
し
得
へ
き
一
切
の
手
段
を
尽
す
へ
し
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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四
七
年
度
ガ
リ
オ
ア
予
算
と
し
て
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
が
議
会
に
要
請
し
た
資
金
は
五
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
五
月
八
日
、
下
院
歳
出
委

員
会
の
公
聴
会
に
出
席
し
た
パ
タ
ー
ソ
ン
（R

o
b
e

rt
P

.
P

atte
rso

n

）
陸
軍
長
官
は
、
占
領
政
策
の
成
功
の
た
め
に
は
最
低
限
の
食
糧

供
給
が
不
可
欠
と
、
ガ
リ
オ
ア
援
助
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

(

�)

五
月
三
一
日
に
は
エ
コ
ル
ズ(

O
liv

e
r

P
.

E
ch

o
ls)

陸
軍
省
民
政
部
長
か

ら
援
助
の
詳
細
が
説
明
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ガ
リ
オ
ア
予
算
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
食
糧
供
給
の
た
め
に
使
用
し
、
残
り
を
肥

料
の
購
入
や
輸
送
費
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
国
別
で
は
日
本
に
対
す
る
割
当
て
が
最
も
多
く
、
約
二
億
七
五
〇
〇
万
ド
ル
分

の
援
助
を
、
次
い
で
ド
イ
ツ
の
米
国
占
領
地
域
に
約
一
億
七
七
〇
〇
万
ド
ル
分
を
支
給
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
見
積
も
り
は
、

配
給
食
糧
か
ら
の
一
日
当
た
り
摂
取
カ
ロ
リ
ー
量
を
、
日
本
人
の
場
合
は
一
三
五
〇
カ
ロ
リ
ー
、
ド
イ
ツ
人
の
場
合
は
一
五
五
〇
カ
ロ

リ
ー
と
し
た
上
で
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

(

�)

下
院
歳
出
委
員
会
は
、
パ
タ
ー
ソ
ン
や
エ
コ
ル
ズ
か
ら
、
旧
敵
国
が
近
隣
諸
国
よ
り
高
い
水
準
の
食
糧
供
給
を
得
る
こ
と
は
な
い
と

い
う
確
言
と
、
占
領
地
域
援
助
は
後
に
返
済
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
言
質
を
得
た
。

(

�)

そ
の
上
で
委
員
会
は
ガ
リ
オ
ア
援
助
の
必

要
性
を
認
め
た
が
、
そ
の
予
算
を
行
政
府
提
案
よ
り
一
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
も
少
な
い
、
三
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
と
し
た
。
減
額
の
理

由
を
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
は
、
占
領
地
域
に
お
い
て
作
物
が
良
好
に
育
っ
て
い
る
た
め
と
説
明
し
て
い
る
。

(

�)

下
院
本
会
議
で
は
ガ
リ
オ
ア

予
算
を
五
億
ド
ル
に
増
額
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
も
の
の
、
反
対
多
数
で
否
決
さ
れ
た
。

(

�)

下
院
が
ガ
リ
オ
ア
予
算
を
大
幅
に
減
額
し
た
こ
と
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
た
陸
軍
省
は
、
上
院
の
説
得
に
努
め
た
。
パ
タ
ー
ソ
ン
は
、

陸
軍
省
予
算
を
審
議
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
上
院
歳
出
小
委
員
会
の
ト
ー
マ
ス(

E
lm

e
r

T
h

o
m

as)

委
員
長
に
六
月
二
四
日
付
で

書
簡
を
送
付
す
る
。
そ
の
書
簡
に
お
い
て
パ
タ
ー
ソ
ン
は
、
下
院
の
予
算
案
で
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
に
お
け
る
一
日
一
人
当
た
り
の
食

糧
配
給
量
を
三
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
分
も
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
述
べ
て
そ
の
深
刻
さ
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
肥
料
の
不
足
な
ど

に
よ
り
占
領
地
域
に
お
け
る
農
作
物
の
収
穫
量
は
前
年
よ
り
落
ち
る
可
能
性
が
高
い
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

(

�)

ま
た
二
五
日
に
は
上
院

論 説
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歳
出
委
員
会
の
公
聴
会
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ig

h
t

D
.

E
ise

n
h

o
w

e
r

）
陸
軍
参
謀
総
長
が
出
席
す
る
。
彼
は
、「
食
糧
を
送
れ
、

さ
も
な
け
れ
ば
兵
士
を
頼
む
」
と
い
う
、
か
つ
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー(

D
o

u
g

las
M

acA
rth

u
r)

最
高
司
令
官
（S

u
p

re
m

e
C

o
m

m
an

d
e

r

fo
r

th
e

A
llie

d
P

o
w

e
rs,

S
C

A
P

）
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
電
報
の
一
節
を
紹
介
し
つ
つ
、
五
億
ド
ル
の
ガ
リ
オ
ア
予
算
を
求
め

た
。

(

�)

こ
う
し
た
陸
軍
省
の
努
力
を
支
援
す
る
た
め
、
翌
日
に
は
占
領
地
域
問
題
を
担
当
す
る
ヒ
ル
ド
リ
ン
グ(

Jo
h

n
H

.
H

illd
rin

g)

国

務
次
官
補
が
、
国
務
省
を
代
表
し
て
公
聴
会
に
出
席
し
た
。
ヒ
ル
ド
リ
ン
グ
は
も
と
も
と
陸
軍
省
所
属
で
、
四
三
年
に
創
設
さ
れ
た
民

政
部
の
初
代
部
長
を
務
め
た
経
験
を
持
つ
。
四
五
年
に
は
、
三
省
調
整
委
員
会
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
極
東
小
委
員
会
の
構
成
員
の
一

人
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
対
日
政
策
に
も
通
じ
て
い
た
。

(

�)

公
聴
会
で
ヒ
ル
ド
リ
ン
グ
は
、
ド
イ
ツ
や
日
本
に
お
け
る
食
糧
政
策
の
失
敗
が

占
領
目
的
の
達
成
を
危
う
く
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
全
体
の
経
済
復
興
を
も
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
ヒ
ル
ド
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
や
日
本
で
は
「
多
く
の
市
民
が
、
体
力
を
温
存
す
る
た
め
に
勤
務
時
間

の
一
部
を
寝
床
の
上
で
過
ご
さ
ざ
る
を
得
ず｣
、
重
要
な
産
業
で
は
常
習
的
な
欠
勤
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
事
態
は
、
占
領
地

域
が
生
産
す
る
「
モ
ノ
に
依
存
し
て
い
た
り
、
占
領
地
域
か
ら
の
賠
償
を
緊
急
に
必
要
と
し
て
い
る
近
隣
諸
国
の
復
興
を
阻
む
」
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ヒ
ル
ド
リ
ン
グ
は
ま
た
、
食
糧
供
給
の
失
敗
が
占
領
地
域
の
援
助
に
対
す
る
依
存
状
態
を
長
引
か
せ
、
米
国
の
負

担
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
も
指
摘
し
、
十
分
な
食
糧
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
ド
イ
ツ
と
日
本
を
で
き
る
だ
け
早
く
自
立

さ
せ
る
こ
と
」
が
米
国
の
国
益
に
も
適
う
と
主
張
し
た
。

(

�)

米
国
の
援
助
負
担
と
占
領
地
域
の
経
済
的
自
立
と
い
う
、
ヒ
ル
ド
リ
ン
グ
が

こ
の
証
言
で
示
し
た
論
点
は
、
翌
年
か
ら
米
国
の
援
助
政
策
論
議
に
お
け
る
中
心
的
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
。

六
月
末
、
陸
軍
省
と
国
務
省
の
訴
え
が
功
を
奏
し
、
上
院
は
行
政
府
提
案
ど
お
り
の
ガ
リ
オ
ア
予
算
を
認
め
た
。

(

�)

そ
の
後
、
下
院
と

の
調
整
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
は
四
億
二
五
〇
〇
万
ド
ル
と
な
る
。
七
月
、
大
統
領
署
名
を
得
て
ガ
リ
オ
ア
予
算
が
正
式
に
成
立
。

(

�)

議

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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会
審
議
は
難
航
し
た
も
の
の
、
無
事
、
対
日
援
助
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
米
国
の
初
期
対
日
占
領
政
策
を
経
済
面
を
中
心
に
振
り
返
る
と
、
一
方
で
日
本
の
経
済
力
を
削
ぎ
、
他
方
で
日
本
経
済
を

支
え
る
た
め
の
援
助
を
行
う
と
い
う
矛
盾
し
た
役
回
り
を
米
国
が
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
対
日
賠
償
に
よ
り
近
隣
諸

国
経
済
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
一
方
で
、
ヒ
ル
ド
リ
ン
グ
の
証
言
に
表
れ
た
よ
う
に
、
日
本
経
済
の
弱
体
化
が
そ
れ
ら
諸
国
の
復
興
を

害
し
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念
が
生
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
矛
盾
し
た
状
態
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
ず
、
た
と
え
特
別
な

事
態
が
起
こ
ら
な
く
と
も
、
い
ず
れ
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
そ
の
対
処
に
当
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(

�)

そ
れ
が
は
た
し
て
い

つ
に
な
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
確
か
な
の
は
、
四
六
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
対
日
経
済
政
策
の
変
更
を
迫
る
事
態
が
次
々
と

生
じ
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
時
間
的
余
裕
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
章

国
務
省
主
導
の
日
本
経
済
復
興
計
画

対
日
経
済
政
策
の
矛
盾
解
消
を
促
し
た
一
つ
の
出
来
事
は
、
米
国
議
会
に
お
け
る
勢
力
図
の
変
化
で
あ
っ
た
。
一
九
四
六
年
末
、
歳

出
削
減
と
減
税
を
主
張
す
る
共
和
党
が
中
間
選
挙
で
大
き
な
勝
利
を
収
め
る
。
同
党
は
実
に
、
一
四
年
ぶ
り
に
上
下
両
院
で
過
半
数
の

議
席
を
獲
得
す
る
と
い
う
躍
進
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

(
�)

こ
の
共
和
党
の
勝
利
に
対
日
占
領
関
係
者
は
強
い
憂
慮
の
念
を
抱
い
た
。
四

七
年
四
月
、
総
司
令
部
経
済
科
学
局
の
経
済
顧
問
を
務
め
て
い
た
フ
ァ
イ
ン
（S

h
e

rw
o

o
d

M
.

F
in

e

）
は
石
橋
湛
山
蔵
相
と
の
会
談
で
、

「
米
国
で
は
共
和
党
が
多
数
と
な
っ
て
予
算
の
削
減
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。(

中
略
）
ま
ず
槍
玉
に
上
が
る
の
は
旧
敵
国
に
対
す
る
経

費
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

(

�)

ま
た
四
七
年
二
月
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
提
出
さ
れ
た
あ
る
報
告
書
に
は
、「
議
会
は
、
現
在
の
重
い
占

領
負
担
が
長
期
に
続
く
こ
と
を
許
す
こ
と
は
な
く
、
陸
軍
省
や
国
務
省
が
支
出
を
減
ら
す
た
め
の
有
効
な
計
画
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、

日
本
か
ら
の
撤
退
を
突
然
決
定
す
る
か
も
し
れ
な
い｣

、
と
の
警
告
が
記
さ
れ
た
。

(

�)

論 説
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緊
縮
財
政
を
唱
え
る
共
和
党
の
中
で
も
と
り
わ
け
行
政
府
側
に
と
っ
て
厄
介
な
存
在
だ
っ
た
の
は
、
下
院
歳
出
委
員
会
の
委
員
長
に

就
任
し
た
テ
ー
バ
ー
（Jo

h
n

T
ab

e
r,

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
共
和
）
で
あ
っ
た
。
六
八
議
会

(

一
九
二
三
―
二
四
年)

以
来
の
古
参
議

員
で
、
長
年
、
歳
出
委
員
会
に
席
を
置
い
て
き
た
テ
ー
バ
ー
は
、
予
算
の
無
駄
遣
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
対
す
る
厳
し
い
姿
勢
か
ら
、

多
く
の
政
府
役
人
に
「
鬼
」
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
恐
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
予
算
案
に
対
し
て
「
手
術
用
の
メ
ス
」
が
適
当
な
と
き
に
、

「
肉
切
り
包
丁
」
を
使
う
と
い
う
の
は
テ
ー
バ
ー
の
同
僚
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

(

�)

四
七
年
一
月
、
ト
ル
ー
マ
ン
が
四
七
年
度
補
正
予
算
と
し
て
三
億
ド
ル

(

日
本
向
け
一
億
四
四
〇
〇
万
ド
ル
、
ド
イ
ツ
向
け
六
七
〇

〇
万
ド
ル)

の
ガ
リ
オ
ア
予
算
を
議
会
に
要
請
し
た
こ
と
か
ら
、
第
八
〇
議
会
に
お
け
る
占
領
地
域
援
助
に
関
す
る
審
議
の
幕
が
切
っ

て
下
ろ
さ
れ
た
。

(

�)

ガ
リ
オ
ア
予
算
に
補
正
が
必
要
に
な
っ
た
の
に
は
、
海
軍
省
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
琉
球
諸
島
に
対
す
る
援
助

を
陸
軍
省
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
や
、
援
助
物
資
価
格
の
高
騰
と
い
っ
た
事
情
が
あ
っ
た
。

(

�)

五
月
、
議
会
は
行
政
府
の
要
請
通
り

三
億
ド
ル
の
ガ
リ
オ
ア
予
算
を
認
め
た
。
し
か
し
下
院
歳
出
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
被
援
助
国
が
「
実
現
可
能
な
最
も
早
い
時
期
に
」

経
済
的
自
立
に
向
か
う
こ
と
を
望
む
と
記
さ
れ
、
援
助
負
担
の
早
期
解
消
を
求
め
る
議
会
側
の
強
い
意
向
が
示
さ
れ
た
。

(

�)

四
七
年
度
補
正
予
算
に
続
き
行
わ
れ
た
、
総
額
七
億
二
五
〇
〇
万
ド
ル

(

日
本
向
け
二
億
七
〇
〇
〇
万
ド
ル
、
ド
イ
ツ
向
け
三
億
一

一
〇
〇
万
ド
ル)

の
四
八
年
度
ガ
リ
オ
ア
予
算
を
め
ぐ
る
議
会
審
議
で
は
、
い
つ
終
わ
る
と
も
し
れ
な
い
援
助
負
担
に
幾
人
か
の
共
和

党
議
員
が
苛
立
ち
を
露
に
し
た
。
下
院
歳
出
委
員
会
の
一
人
は
、
米
国
民
は
「
敗
者
が
賠
償
を
支
払
い
、
勝
者
が
そ
れ
を
得
る
と
理
解

し
て
き
た
」
が
、
我
々
は
そ
の
過
程
を
全
く
「
逆
転
さ
せ
て
い
る
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

(

�)

こ
う
し
た
厳
し
い
意
見
と
テ
ー
バ
ー
の
影

響
力
に
よ
り
、
下
院
は
行
政
府
提
案
を
一
億
七
五
〇
〇
万
ド
ル
も
下
回
る
、
五
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
ガ
リ
オ
ア
予
算
を
可
決
す
る
。

(

�)

そ
の
後
、
行
政
府
提
案
通
り
の
予
算
を
認
め
た
上
院
と
の
間
で
調
整
が
行
わ
れ
た
が
、
下
院
は
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
増
額
し
か
認
め
な

か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
最
終
的
に
議
会
を
通
過
し
た
ガ
リ
オ
ア
予
算
は
、
行
政
府
が
要
請
し
た
額
を
一
億
二
五
〇
〇
万
ド
ル
も
下
回
る

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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こ
と
に
な
る
。

(

�)

こ
う
し
た
占
領
地
域
援
助
に
対
す
る
立
法
府
の
厳
し
い
姿
勢
は
、
非
軍
事
化
を
最
優
先
課
題
と
す
る
対
日
占
領
政
策
に
変
更
を
迫
る

要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
。
一
九
四
七
年
以
降
、
対
日
政
策
関
連
の
米
政
府
文
書
に
は
、「
米
国
の
納
税
者
の
負
担
」
を
早
期
に
解
消
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
表
現
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
四
六
年
選
挙
で
の
共
和
党
勝
利
を
契
機
と
し
た
、
ト

ル
ー
マ
ン
政
権
内
に
お
け
る
日
本
復
興
問
題
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

(

�)

た
だ
、
米
国
が
納
税
者
の
負
担
を
解
消
す
る
に
は
、
日
本
と
講
和
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
占
領
そ
の
も
の
を
終
了
さ
せ
、
日
本
経
済

に
対
す
る
責
任
か
ら
自
ら
を
解
放
す
る
と
い
う
道
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
議
会
に
は
そ
う
し
た
考
え
か
ら
対
日
講
和
条
約
の

早
期
締
結
を
求
め
る
声
が
あ
っ
た
。

(
�)

ま
た
、
三
月
一
七
日
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
有
名
な
早
期
対
日
講
和
論
が
発
表
さ
れ
る
。
そ
の
日
、

記
者
会
見
に
臨
ん
だ
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
日
本
の
占
領
は
非
軍
事
化
の
段
階
を
す
で
に
終
了
し
、
民
主
化
の
た
め
の
諸
改
革
も
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
、
次
の
課
題
は
経
済
復
興
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
占
領
軍
の
手
に
負
え
な
い
問
題
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
対
日
講
和
条

約
の
早
期
締
結
に
よ
り
、
封
鎖
さ
れ
た
状
態
の
日
本
経
済
を
解
き
放
ち
、
そ
の
自
立
化
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
貿
易
活
動
の
再
開
を
認

め
る
べ
き
と
訴
え
た
。

(

�)

こ
の
時
期
、
国
務
省
内
で
は
す
で
に
極
東
局
を
中
心
に
講
和
条
約
の
起
草
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
た
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
の
提
言
は
そ
の
作
業
に
一
層
の
弾
み
を
つ
け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
四
ヶ
月
後
の
四
七
年
七
月
に
、
米
国
は
極

東
委
員
会
諸
国
に
対
し
て
講
和
予
備
会
議
を
提
唱
し
、
八
月
に
は
そ
の
会
議
に
備
え
て
講
和
条
約
草
案
を
完
成
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、

四
六
年
頃
か
ら
深
刻
化
し
て
い
た
米
ソ
間
の
対
立
が
対
日
講
和
の
早
期
締
結
を
難
し
く
す
る
。
予
備
会
議
に
つ
い
て
米
国
は
手
続
問
題

で
ソ
連
と
対
立
し
、
そ
れ
を
開
催
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
講
和
条
約
草
案
は
、
ソ
連
も
含
め
た
国
際
的
な
対
日
監
視
機

構
を
定
め
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
冷
戦
状
況
を
十
分
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
と
米
政
府
内
で
厳
し
い
批
判
を
浴
び
る
。

(

�)

か
く
て
米
ソ

論 説
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対
立
は
、
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
や
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
対
日
政
策
論
議
に
大
き
な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

冷
戦
の
影
響
の
中
で
も
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
日
本
経
済
の
復
興
の
必
要
性
に
対
す
る
米
政
府
内
の
認
識
を
一
層
高
め
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
米
ソ
関
係
が
悪
化
す
る
中
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
援
助
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
ソ
連
勢
力
の
拡
大
を
封
じ

る
の
に
役
立
つ
パ
ワ
ー
を
ア
ジ
ア
地
域
に
創
出
す
る
た
め
に
も
日
本
の
復
興
が
必
要
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

実
は
、
対
ソ
政
策
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
無
力
化
を
目
指
す
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
以
来
の
方
針
に
疑
問
を
呈
す
る
意
見
は
か
な
り
早
い
時
期

か
ら
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
（Jam

e
s

V
.

F
o

rre
stal

）
海
軍
長
官
は
、
四
五
年
五
月
一
日
の
三
省
調
整
委
員
会
の
席
上

で
、「
極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
影
響
力
に
対
す
る
我
々
の
政
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
影
響
力
に
対
抗
す
る
パ
ワ
ー
を
我
々

は
望
む
の
か
。
望
む
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
中
国
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
日
本
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

(

�)

一

〇
日
ほ
ど
後
に
は
、
や
は
り
ソ
連
の
勢
力
拡
大
に
警
戒
心
を
抱
く
ハ
リ
マ
ン
（W

.
A

v
e

re
ll

H
arrim

an

）
駐
ソ
大
使
が
国
務
省
内
の
あ

る
会
議
に
お
い
て
、「
日
本
の
将
来
に
関
す
る
我
々
の
目
標
は
何
な
の
か
」
と
い
う
問
い
を
発
し
、
そ
れ
を
破
壊
す
る
の
か
、
一
つ
の

パ
ワ
ー
と
し
て
存
続
さ
せ
る
の
か
は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
と
訴
え
た
。

(

�)

こ
れ
ら
政
府
高
官
の
発
言
に
反
映
さ
れ
た
米
政
府
内
の
ソ
連
脅
威
論
が
一
つ
の
原
動
力
と
な
っ
て
、
日
本
に
対
す
る
無
条
件
降
伏
要

求
を
緩
和
し
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
作
成
さ
れ
た
。

(

�)

そ
の
宣
言
中
に
は
、
平
和
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の
原
材
料
の
入
手
や
将
来
的
な
世

界
貿
易
関
係
へ
の
参
加
を
許
す
な
ど
、
寛
大
と
も
見
え
る
条
項
も
あ
る
。
し
か
し
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
以
来
の
厳
し
い
対
日
方
針
が
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
に
よ
り
根
本
的
に
修
正
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
前
章
に
み
た
と
お
り
、
占
領
初
期
に
は
懲
罰
的
な
対
日
政
策
が
遂
行
さ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
ソ
連
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め
日
本
の
パ
ワ
ー
を
利
用
す
る
と
い
う
考
え
も
弱
か
っ
た
。

こ
の
時
期
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
が
ア
ジ
ア
方
面
に
お
い
て
対
ソ
政
策
の
観
点
か
ら
強
化
に
努
め
た
の
は
中
国
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

中
国
大
国
化
と
い
う
方
針
か
ら
は
当
然
の
選
択
で
あ
っ
た
が
、
ソ
連
の
勢
力
拡
大
が
ま
ず
懸
念
さ
れ
た
の
が
中
国
東
北
部
で
あ
っ
た
と

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
対
日
戦
終
了
後
も
武
器
貸
与
法
の
中
国
適
用
を
延
長
し
て
、
四
六
年
末
ま
で
に
約
七
億
ド

ル
の
援
助
を
国
民
政
府

(

以
下
、
国
府
と
も
記
す)

に
支
給
し
た
。
ま
た
四
五
年
末
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
英
雄
、
マ
ー
シ
ャ
ル

（G
e

o
rg

e
C

.
M

arsh
all

）
を
中
国
に
派
遣
し
て
国
共
調
停
の
任
に
当
た
ら
せ
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
こ
う
し
た
措
置
に
よ
り
、
四

五
年
二
月
の
ヤ
ル
タ
会
談
で
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
ス
タ
ー
リ
ン(

Jo
se

p
h

V
.

S
talin)

に
対
し
て
認
め
た
満
州
権
益
以
上
に
ソ
連
勢
力
が

伸
張
す
る
こ
と
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
中
国
共
産
党
を
通
し
て
モ
ス
ク
ワ
が
中
国
情
勢
に
介
入
す
る
可
能
性
を
な
く
そ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

(

�)

し
か
し
、
米
国
の
援
助
や
関
与
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の
政
治
・
経
済
状
況
は
戦
争
直
後
の
状
態
か
ら
ほ
と
ん
ど
改
善
さ
れ
な
か

っ
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
調
停
の
期
間
中
、
国
共
内
戦
は
収
束
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
拡
大
し
、
内
戦
に
伴
う
厖
大
な
軍
事
支
出
に
よ
り
イ
ン
フ

レ
が
昂
進
。
大
規
模
な
戦
闘
の
た
め
に
鉱
山
や
輸
送
設
備
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

(

�)

さ
ら
に
、
四
六
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
行

わ
れ
た
ポ
ー
レ
ー
の
調
査
や
同
年
末
の
国
府
側
の
調
査
に
よ
り
、
中
国
経
済
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
東
北
部
の
工
業
施
設
が
ソ
連
軍
の

略
奪
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

(

�)

そ
の
規
模
は
約
二
〇
億
ド
ル
に
も
の
ぼ
る
と
さ
れ
、
一
九
四
九
年
刊

行
の
『
中
国
白
書
』
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
国
民
政
府
の
経
済
的
見
通
し
に
重
大
な
打
撃
」
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

(

�)

四
七
年
一
月
末
、
戦
前
日
本
に
お
い
て
陸
軍
大
臣
や
外
務
大
臣
と
い
っ
た
要
職
を
歴
任
し
た
宇
垣
一
成
は
日
記
に
、
米
国
は
「
中
国

の
社
会
情
勢
の
混
濁
、
経
済
界
の
紊
乱
、
道
義
心
の
萎
靡
等
あ
ら
ゆ
る
悲
観
条
件
に
触
れ
て
近
時
初
志
に
動
揺
を
来
し
て
、
其
中
心
地

を
東
京
に
移
さ
ん
と
目
論
見
居
る
や
の
噂
が
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

(
�)

確
か
に
日
記
に
あ
る
と
お
り
、
こ
の
時
期
、
米
国
は
中
国
に
対

す
る
失
望
か
ら
、
ア
ジ
ア
方
面
に
お
け
る
期
待
を
日
本
に
移
し
つ
つ
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
統
合
参
謀
本
部
は
四
七
年
五
月
、「
最
終
的

な
考
え
を
示
す
も
の
で
は
な
い
」
と
の
但
し
書
き
を
つ
け
な
が
ら
も
、
日
本
を
「
極
東
地
域
に
お
い
て
我
々
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
敵

の
大
軍
隊
を
牽
制
す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
国
家
」
と
評
価
す
る
一
方
で
、
中
国
に
つ
い
て
は
、「
最
も
大
き
な
軍
事
的
強
み
は
人

論 説
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的
資
源
で
あ
る
」
が
、
そ
の
資
源
を
戦
争
で
有
効
に
活
用
で
き
る
ほ
ど
の
工
業
力
も
食
糧
生
産
力
も
持
っ
て
い
な
い
と
す
る
報
告
書
を

ま
と
め
て
い
る
。

(

�)

中
国
国
内
の
混
乱
は
、
日
中
両
国
に
関
す
る
軍
事
面
で
の
評
価
に
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
波
紋
は
当
然
な
が
ら

経
済
的
評
価
に
も
及
び
、
対
日
経
済
政
策
、
と
り
わ
け
中
国
情
勢
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
賠
償
政
策
を
大
き
く
揺
る
が
し
た
。
四
六

年
一
一
月
、
国
務
省
・
日
本
朝
鮮
経
済
課
長
の
職
に
あ
り
、
中
国
東
北
部
の
調
査
に
も
加
わ
っ
た
マ
ー
チ
ン
（E

d
w

in
M

.
M

artin

）

は
あ
る
書
簡
に
お
い
て
、「
最
近
の
展
開
、
特
に
中
国
に
お
け
る
展
開
」
に
よ
り
、
日
本
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
済
政
策
に
疑
問
を

感
じ
て
き
て
い
る
と
告
白
し
た
。
米
国
は
対
日
戦
終
了
後
、
日
本
か
ら
工
業
設
備
の
多
く
を
近
隣
諸
国
に
移
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
の
非
軍
事
化
と
極
東
諸
国
の
生
活
水
準
の
向
上
を
達
成
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
和
で
友
好
的
な
極

東
地
域
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
米
国
は
、
中
国
を
こ
う
し
た
「
政
治
的
・
経
済
的
目
的
に
対
す
る
一
番

の
支
持
者
」
だ
と
考
え
、
し
か
も
「
安
価
な
製
品
の
輸
出
国
と
し
て
の
日
本
の
役
割
」
を
中
国
が
担
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
期
待

し
た
。
し
か
し
、
経
済
的
・
政
治
的
要
因
に
よ
る
現
下
の
極
東
の
経
済
状
況
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
そ
う
し
た
米
国
の
政
策
目
標
は
達

成
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
か
ら
の
工
業
設
備
の
移
転
は
、
極
東
の
全
体
的
な
生
産
能
力
を
減
じ
る
だ
け
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

(

�)

こ
う
し
た
疑
念
を
吐
露
し
た
マ
ー
チ
ン
は
、
翌
年
初
頭
か
ら
対
日
経
済
政
策
の
再
検
討
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

る
。マ

ー
チ
ン
を
中
心
と
し
た
対
日
経
済
政
策
の
見
直
し
作
業
を
支
え
た
の
は
、
ア
チ
ソ
ン
（D

e
an

G
.

A
ch

e
so

n

）
国
務
次
官
の
い
わ

ゆ
る
デ
ル
タ
演
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
さ
ら
に
高
次
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
日
本
経
済
に
対
す
る
評
価
の
高
ま
り
で
あ
っ
た
。
四
七
年

五
月
に
行
わ
れ
た
そ
の
演
説
に
お
い
て
ア
チ
ソ
ン
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
を
世
界
の
「
二
つ
の
大
き
な
工
場
」
と
呼
び
、
両
国
の
復
興
を

目
指
す
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
第
二
次
世
界
大
戦
で
疲
弊
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
経
済
復
興
に
欠
か
せ
な
い
条
件
で
あ
る

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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と
述
べ
た
。

(

�)

四
六
年
の
ヒ
ル
ド
リ
ン
グ
の
議
会
証
言
に
既
に
表
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
対
日
賠
償
に
よ
り
近
隣
諸
国

経
済
を
強
化
す
る
方
針
を
取
る
一
方
で
、
日
本
経
済
の
弱
体
化
が
そ
れ
ら
諸
国
の
復
興
を
害
し
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念
を
抱
え
て
い
た
。

ア
チ
ソ
ン
の
演
説
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
に
重
点
が
置
か
れ
た
演
説
だ
っ
た
と
は
い
え
、
前
者
の
方
針
を
否
定
し
、
後
者
の
懸
念
に
答

え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
ア
チ
ソ
ン
は
、
ア
ジ
ア
の
発
展
を
阻
む
略
奪
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ

た
日
本
を
ア
ジ
ア
復
興
の
促
進
者
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
経
済
の
弱
体
化
で
は
な
く
む
し
ろ
強
化
が
、
ア
ジ
ア
地
域
の
復

興
に
必
要
な
条
件
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
認
識
が
変
化
す
る
中
、
マ
ー
チ
ン
を
中
心
と
し
た
対
日
経
済
政
策
の
再
検
討
作
業
が
終
了
し
、
そ
の
検
討
結
果
を

基
に
日
本
復
興
計
画
が
作
成
さ
れ
た
。
七
月
、
国
務
省
は
そ
れ
を
三
省
調
整
委
員
会
に
提
出
す
る
。
そ
の
計
画
案
（
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八

一
）
は
、
日
本
経
済
の
復
興
の
遅
れ
が
米
国
に
一
層
の
財
政
負
担
を
強
い
、
極
東
地
域
経
済
に
悪
影
響
を
与
え
、
し
か
も
極
東
や
日
本

に
米
国
に
敵
対
的
な
「
政
治
的
過
激
主
義
」
の
台
頭
を
招
き
か
ね
な
い
と
し
て
日
本
経
済
の
自
立
化
の
必
要
性
を
指
摘
、
そ
の
達
成
年

を
三
年
後
の
一
九
五
〇
年
と
し
た
。

(

�)

当
時
、
ア
チ
ソ
ン
に
よ
り
ア
ジ
ア
の
工
場
と
称
揚
さ
れ
た
日
本
経
済
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
米
国

援
助
が
な
け
れ
ば
立
ち
行
か
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
あ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
資
料
に
よ
る
と
、
四
五
年
九
月
か
ら
四
七
年
六
月
ま
で
の
輸
出
が
一

億
六
〇
〇
〇
万
ド
ル
で
、
輸
入
が
五
億
ド
ル
。
輸
入
の
う
ち
三
億
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
分
が
米
国
か
ら
の
援
助
物
資
と
い
う
あ
り
さ
ま
で

あ
っ
た
。

(

�)

日
本
経
済
が
こ
う
し
た
米
国
依
存
の
状
態
か
ら
脱
し
、
自
立
化
を
達
成
す
る
に
は
、
工
業
生
産
の
拡
大
と
地
域
貿
易
の
振
興

が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
ま
ず
前
者
に
よ
り
輸
出
を
増
加
さ
せ
、
食
糧
や
原
材
料
の
輸
入
に
必
要
な
外
貨
を
稼
い
だ
り
、
バ
ー
タ
ー
取
引

に
よ
る
原
材
料
取
得
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
更
な
る
工
業
生
産
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
地
域

貿
易
の
振
興
は
食
糧
や
原
材
料
を
安
く
調
達
す
る
た
め
不
可
欠
で
あ
っ
た
し
、
品
質
や
競
争
力
の
面
で
米
国
市
場
へ
の
輸
出
増
が
難
し

い
中
、
日
本
商
品
に
と
っ
て
の
市
場
を
周
辺
諸
国
に
獲
得
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
っ
た
。

論 説
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Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
一
は
地
域
貿
易
の
振
興
の
た
め
、「
極
東
の
他
の
関
係
国
と
の
協
力
」
を
通
じ
て
日
本
復
興
を
目
指
す
よ
う
求
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
工
業
生
産
の
拡
大
の
た
め
に
は
原
材
料
輸
入
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
輸
入
ロ
ー

ン
の
利
用
の
促
進
や
日
本
の
輸
出
振
興
、
そ
し
て
外
貨
に
交
換
可
能
な
在
日
資
産
の
活
用
を
進
め
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
手
段
に
よ
っ
て
十
分
な
輸
入
資
金
を
調
達
で
き
な
い
と
き
に
は
米
国
予
算
か
ら
の
援
助
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い

た
。
そ
の
援
助
額
は
、
四
七
年
七
月
一
日
か
ら
五
〇
年
一
月
一
日
ま
で
の
期
間
で
四
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
と
見
積
も
ら
れ
た
。
一
方
、

賠
償
に
関
し
て
国
務
省
案
は
、
設
備
賠
償
を
補
填
す
る
も
の
と
し
て
生
産
物
賠
償
を
認
め
た
。
生
産
物
賠
償
は
ポ
ー
レ
ー
使
節
団
に
よ

り
、
日
本
の
工
業
力
の
増
加
を
必
要
と
し
、
賠
償
取
立
て
が
終
わ
っ
た
後
に
軍
需
産
業
に
転
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
否

定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
賠
償
形
態
を
国
務
省
は
一
定
の
条
件
の
下
で
容
認
す
る
方
針
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

(

�)

国
務
省
の
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
一
は
、
詳
細
な
検
討
に
付
す
た
め
極
東
小
委
員
会
に
送
付
さ
れ
た
。
九
月
半
ば
、
同
委
員
会
は
暫
定
的

な
結
論
を
下
す
。
そ
れ
は
、
極
東
地
域
の
政
治
的
不
安
定
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
四
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
援
助
で
一
九
五
〇
年
ま
で

に
日
本
経
済
の
自
立
化
を
達
成
す
る
と
し
た
国
務
省
案
は
あ
ま
り
に
楽
観
的
過
ぎ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

(

�)

極
東
小
委
員
会
で
は
そ

の
後
も
検
討
が
進
め
ら
れ
た
が
、
一
〇
月
、
国
務
省
は
緊
急
を
要
す
る
と
の
理
由
で
そ
こ
で
の
検
討
を
打
ち
切
る
。
そ
し
て
、
国
務
省

原
案
に
い
く
つ
か
の
修
正
を
加
え
た
文
書
を
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｃ
三
八
一
／
一

(

四
七
年
一
〇
月
、
三
省
調
整
委
員
会
は
空
軍
省
代
表
を
加
え
る

こ
と
に
よ
り
四
省
調
整
委
員
会
（S

A
N

A
C

C

）
に
改
組
さ
れ
た)
と
し
て
緊
急
回
覧
に
付
し
た
。
そ
の
修
正
文
書
で
は
、
い
つ
ま
で
に
日
本

経
済
の
自
立
化
を
達
成
す
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
ど
れ
だ
け
の
予
算
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
数
字
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
「
可
能
な
限
り
最
も
早
い
時
期
に
」
と
い
う
表
現
に
止
ま
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
さ
れ
た
。

(

�)

こ
れ
ら
の
修
正
が
施
さ
れ
た
国
務
省
の
日
本
復
興
計
画
は
、
今
度
は
陸
軍
省
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
陸
軍
省
が
特
に
問
題

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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と
し
て
指
摘
し
た
の
は
、
そ
の
計
画
の
目
的
部
分
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｃ
三
八
一
／
一
に
は
、「
他
の
主
要
な
占
領
目
的
の
実
現

と
矛
盾
し
な
い
手
段
で｣

、
日
本
の
自
立
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
日
本
の
復
興
問
題
に
お
け
る
米
政
府
の
目
的
で
あ
る
、
と
記
載
さ
れ

て
い
た
。
陸
軍
省
は
そ
の
表
現
に
満
足
せ
ず
、
日
本
の
経
済
復
興
が
米
政
府
の
主
要
な
目
的
で
あ
る
と
直
截
的
に
記
す
よ
う
求
め
た
。

(

�)

国
務
省
は
そ
う
し
た
陸
軍
省
の
指
摘
を
一
部
取
り
入
れ
、
一
一
月
に
更
な
る
修
正
文
書
（
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｃ
三
八
一
／
二
）
を
作
成
す
る
。

し
か
し
、
今
度
は
国
務
省
内
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
、
そ
の
文
書
を
四
省
調
整
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
日
本
復
興
計
画
を
め
ぐ
る
協
議
が
難
航
し
た
主
な
理
由
は
、
そ
の
進
め
方
に
関
す
る
国
務
省
と
陸
軍
省
の
方
針
の
違
い

に
あ
っ
た
。
次
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
陸
軍
省
は
日
本
の
経
済
復
興
を
促
進
す
る
上
で
既
存
の
政
策
に
縛
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
し

か
も
、
極
東
委
員
会
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
米
国
の
単
独
行
動
も
辞
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
国
務
省
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
一
に
も
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
貿
易
振
興
の
た
め
国
際
協
調
を
重
視
す
べ

き
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
極
東
委
員
会
決
定
に
つ
い
て
も
そ
れ
を
尊
重
し
、
日
本
復
興
計
画
を
で
き
る
だ
け
既
存
の
政
策
の
枠
内
で

実
施
し
よ
う
と
し
た
。「
他
の
主
要
な
占
領
目
的
の
実
現
と
矛
盾
し
な
い
手
段
で｣

、
と
い
う
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｃ
三
八
一
／
一
の
記
述
に
は

そ
う
し
た
国
務
省
の
方
針
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
協
調
関
係
を
重
視
し
た
国
務
省
が
と
り
わ
け
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
は
中
国
で
あ
っ
た
。

戦
前
期

(

一
九
三
四
―
三
六
年)

、
日
本
の
対
中
輸
出
額

(

満
州
、
関
東
州
を
含
む)

は
輸
出
総
額
の
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
輸
入
は
一

四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
中
国
は
日
本
に
と
っ
て
米
国
に
次
ぐ
重
要
な
輸
出
入
市
場
で
あ
っ
た
。

(

�)

国
務
省
は
、
中
国
の
持
つ
ア
ジ
ア
最

大
の
潜
在
的
市
場
が
戦
後
日
本
に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
も
中
国
が
、
国
務
省
の
日
本
復
興
計
画
に
お
い
て
最

重
要
原
材
料
と
さ
れ
て
い
た
コ
ー
ク
ス
炭
の
一
大
供
給
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
同
省
の
中
国
に
対
す
る
関
心
を
一
層
高
め
た
。
む
ろ
ん
、

論 説
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極
東
小
委
員
会
に
指
摘
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
中
国
に
お
け
る
政
情
不
安
に
よ
り
、
同
国
が
日
本
の
市
場
や
原
材
料
供
給
地
と
し
て
機

能
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
、
と
も
考
え
ら
れ
た
。
特
に
、
石
炭
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
原
材
料
を
産
出
し
、
中
国
の
中
で
も
と
り

わ
け
日
本
と
緊
密
な
経
済
的
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
東
北
部
や
華
北
地
域
で
中
国
共
産
党
が
勢
力
を
伸
張
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
そ

う
し
た
米
国
側
の
懸
念
を
大
き
な
も
の
と
し
た
。
中
国
国
内
の
混
乱
に
よ
り
日
中
貿
易
が
期
待
通
り
に
い
か
な
か
っ
た
場
合
、
コ
ー
ク

ス
炭
に
つ
い
て
は
米
国
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ス
ト
が
二
倍
以
上
か
か
る
上
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
が
優
先

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
十
分
な
コ
ー
ク
ス
炭
を
調
達
で
き
る
か
ど
う
か
不
透
明
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
た
と
え

調
達
で
き
て
も
日
本
経
済
の
自
立
化
に
要
す
る
費
用
は
さ
ら
に
増
す
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(

�)

こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、

日
本
復
興
計
画
の
作
成
に
マ
ー
チ
ン
の
補
佐
役
と
し
て
加
わ
っ
た
バ
ー
ネ
ッ
ト
（R

o
b
e

rt
W

.
B

arn
e

tt

）
は
四
七
年
九
月
の
あ
る
覚
書

に
お
い
て
、
満
州
と
華
北
を
国
際
的
な
承
認
の
下
で
中
共
の
自
治
領
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
戦
を
収
束
さ
せ
、
共
産
地
域
と
日
本
と

の
貿
易
関
係
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
案
を
提
示
し
て
い
る
。
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
中
国
共
産
党
は
支
配
地
域
経
済
の
運
営
の
た
め
日
本
と

貿
易
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
と
と
も
に
、
資
本
主
義
国
家
と
の
貿
易
が
同
党
の
急
進
的
主
張
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
な
る

と
の
期
待
も
持
っ
て
い
た
。

(

�)

た
だ
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
示
し
た
大
胆
な
構
想
は
単
な
る
ア
イ
デ
ア
に
止
ま
っ
た
。
対
日
経
済
政
策
を
主
な
職
域
と
す
る
日
本
復
興
計

画
の
立
案
者
が
、
国
共
内
戦
に
関
し
て
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
彼
ら
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
問
題
は
中
国
国
内
の
対
日
世
論
で
あ
っ
た
。
連
合
国
の
中
で
も
最
大
の
戦
禍
を
受
け
て
い
た
中
国
で
は
、
日
本
か
ら
の
大
規
模

な
賠
償
の
取
立
て
を
求
め
る
な
ど
、
懲
罰
的
な
対
日
占
領
政
策
を
望
む
意
見
が
強
か
っ
た
。
日
本
の
復
興
に
対
す
る
警
戒
心
も
強
く
、

そ
れ
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
占
領
政
策
の
展
開
に
は
敏
感
な
反
応
を
示
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
実
際
、
中
国
で
は
四
六
年
末
に
早
く
も
、

賠
償
政
策
の
決
定
の
遅
れ
な
ど
か
ら
、
米
国
の
対
日
占
領
政
策
に
対
す
る
不
満
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
不
満
が

占領期米国の対日経済援助政策の形成



(阪大法学) 58 (5 174) 1116 [2009.1]

高
じ
て
、
米
国
に
対
す
る
猜
疑
心
や
反
米
気
運
ま
で
生
ま
れ
て
い
た
。
四
六
年
一
一
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
が
報
じ
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
中
国
国
内
で
は
、
米
国
が
ソ
連
に
対
す
る
防
波
堤
と
し
て
の
役
割
を
中
国
よ
り
も
日
本
に
期
待
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
疑
念
や
、
日
本
を
中
国
に
代
わ
る
工
業
国
・
貿
易
国
と
し
て
復
興
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
流

布
し
て
い
た
。

(
�)

ま
た
同
紙
の
別
の
記
事
で
は
、
反
米
気
運
の
高
ま
り
の
中
で
、
親
ソ
世
論
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
も
報
じ
ら
れ
て
い

る
。

(

�)

こ
う
し
た
中
国
世
論
に
つ
い
て
、
日
本
と
中
国
共
産
党
の
貿
易
の
可
能
性
に
関
す
る
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
見
解
を
敷
衍
し
て
考
え
れ
ば
、

そ
れ
ほ
ど
深
刻
に
受
け
止
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
共
産
党
ば
か
り
か
国
民
党
で
あ
っ
て
も
、
経
済

運
営
の
た
め
に
は
日
本
の
復
興
を
あ
る
程
度
容
認
し
、
日
本
と
貿
易
関
係
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
四
七

年
一
一
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
員
は
、
国
民
政
府
に
と
っ
て
日
本
復
興
計
画
を
公
に
支
持
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
中
国
の
政
府
関
係
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
多
く
が
実
は
、
日
本
と
相
互
に
有
益
な
物
資
の
交
換
を
行
う
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と

の
見
解
を
米
国
側
に
伝
え
て
い
る
。

(

�)

し
か
し
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
米
ソ
関
係
が
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
中
で
、
米
国
の
対
日
占
領
政
策
が
中
国
に
お
い
て
反

米
親
ソ
の
世
論
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
米
国
側
と
し
て
憂
慮
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
員

の
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
米
国
の
日
本
復
興
政
策
に
批
判
的
な
世
論
が
、
少
な
く
と
も
国
府
の
公
の
態
度
に
か
な
り
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
た
。
四
七
年
一
一
月
に
は
バ
ー
ネ
ッ
ト
が
、
極
東
委
員
会
に
お
け
る
中
国
代
表
の
頑
な
な
姿
勢
が
米
国
に
と
っ
て
の

「
主
要
な
障
害
」
に
な
っ
て
お
り
、
同
じ
く
米
国
の
対
日
政
策
に
不
満
を
持
つ
他
の
極
東
委
員
会
諸
国
の
米
国
議
案
に
対
す
る
批
判
的

態
度
を
強
め
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
と
報
告
す
る
覚
書
を
マ
ー
チ
ン
に
送
付
し
て
い
る
。

(

�)

さ
ら
に
は
中
国
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
大

使
館
員
の
見
解
と
食
い
違
う
現
実
も
見
ら
れ
た
。
四
七
年
夏
に
日
本
の
民
間
貿
易
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
受
け
、
国
府
内

論 説
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で
対
日
商
務
代
表
団
の
派
遣
が
検
討
さ
れ
始
め
る
と
、
中
国
商
工
業
界
が
こ
ぞ
っ
て
反
対
を
表
明
、
商
務
代
表
団
の
選
出
を
拒
否
す
る

と
こ
ろ
も
出
る
始
末
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

(

�)

は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
事
態
ま
で
予
想
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
四
六
年
一
一
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

の
報
道
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
あ
る
国
務
省
ス
タ
ッ
フ
の
覚
書
は
、
ソ
連
と
の
関
係
上
、
日
本
の
友
好
国
化
が
望
ま
し
い
と
し
な
が
ら

も
、
中
国
を
見
捨
て
て
い
る
と
か
、
対
日
政
策
を
緩
和
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
見
方
を
中
国
世
論
か
ら
消
し
去
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
勧
告
し
て
い
る
。

(

�)

ま
た
マ
ー
チ
ン
は
、
四
七
年
三
月
の
ヒ
ル
ド
リ
ン
グ
宛
の
覚
書
に
お
い
て
、
ソ

連
の
緩
衝
国
と
し
て
、
あ
る
い
は
中
国
に
代
わ
る
極
東
の
友
好
国
・
顧
客
と
し
て
日
本
を
再
建
し
て
い
る
と
い
う
批
判
を
招
か
な
い
よ

う
な
方
法
で
日
本
経
済
の
復
興
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。

(

�)

そ
の
よ
う
な
方
法
が
、
中
国
と
同
様
に
反
日

感
情
を
強
く
持
ち
、
日
本
の
復
興
に
警
戒
心
を
抱
く
他
の
周
辺
諸
国
と
の
関
係
に
お
い
て
も
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

し
か
し
、
国
務
省
内
の
こ
う
し
た
考
え
は
日
本
復
興
計
画
の
立
案
を
難
し
く
し
た
。
と
い
う
の
も
、
一
方
で
日
本
の
経
済
復
興
を
推

進
し
な
が
ら
、
他
方
で
周
辺
諸
国
の
反
日
感
情
に
配
慮
す
る
と
い
う
の
は
、
矛
盾
す
る
二
つ
の
要
請
を
同
時
に
満
た
そ
う
と
す
る
も
の

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
米
国
が
日
本
の
経
済
復
興
を
急
ぐ
と
、
周
辺
諸
国
の
反
発
を
招
き
、
ひ
い
て
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
原
材
料

供
給
地
や
市
場
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
逆
に
、
周
辺
諸
国
の
反
日
感
情
に
配
慮
し
た
計
画
で
は
日
本
の
復
興
が
遅
れ
る
。
ど

ち
ら
に
し
て
も
、
米
国
の
援
助
負
担
は
減
る
ど
こ
ろ
か
さ
ら
に
増
す
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。
結
局
、
国
務
省
は
こ
の
ジ
レ
ン
マ

を
解
決
す
る
よ
う
な
妙
案
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
極
東
小
委
員
会
や
陸
軍
省
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
よ
う
な
中
途
半
端
な
計

画
し
か
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
を
ア
ジ
ア
の
工
場
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
の
具
体
案
の
作
成
作
業
で

は
、
次
第
に
陸
軍
省
が
主
導
権
を
握
る
よ
う
に
な
る
。

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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第
三
章

陸
軍
省
主
導
の
日
本
経
済
復
興
計
画

日
本
経
済
の
復
興
を
実
現
す
べ
く
陸
軍
省
が
ま
ず
取
り
掛
か
っ
た
の
は
、
総
司
令
部
か
ら
強
い
要
請
が
出
さ
れ
て
い
た
対
日
賠
償
政

策
の
見
直
し
で
あ
っ
た
。
四
七
年
一
月
、
陸
軍
省
は
ス
ト
ラ
イ
ク
（C

liffo
rd

S
.

S
trik

e

）
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
人
の
技
術
者
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
調
査
団
を
日
本
に
派
遣
す
る
。
一
ヶ
月
の
調
査
の
後
、
ス
ト
ラ
イ
ク
調
査
団
は
二
月
一
八
日
付
で
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に

報
告
書
を
提
出
、
六
日
後
に
は
ピ
ー
タ
ー
セ
ン(

H
o

w
ard

C
.

P
e

te
rse

n)

陸
軍
次
官
に
も
そ
れ
を
送
付
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
書

は
、
日
本
経
済
の
自
立
化
を
阻
害
し
な
い
新
た
な
賠
償
計
画
が
必
要
と
の
認
識
か
ら
、
純
軍
事
施
設
を
除
い
た
一
般
工
業
部
門
の
撤
去

を
大
幅
に
緩
和
す
る
賠
償
案
を
勧
告
し
た
。

(

�)

四
月
八
日
、
三
省
調
整
委
員
会
は
ス
ト
ラ
イ
ク
案
と
ポ
ー
レ
ー
案
を
調
整
し
て
作
成
し
た

政
策
文
書
（
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
二
三
六
／
四
三
）
を
承
認
し
、
翌
日
、
そ
れ
を
極
東
委
員
会
に
送
付
し
た
。

(

�)

賠
償
計
画
の
緩
和
に
一
応
の
成
功
を
収
め
た
陸
軍
省
が
次
な
る
目
標
と
し
た
の
は
、
日
本
の
産
業
水
準
を
規
制
し
た
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三

〇
二
の
改
訂
で
あ
っ
た
。
そ
の
政
策
文
書
は
四
六
年
八
月
に
Ｆ
Ｅ
Ｃ
〇
八
四
と
し
て
極
東
委
員
会
に
付
議
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
の

審
議
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
四
七
年
一
月
、
一
九
三
〇
―
三
四
年
の
生
活
水
準
を
日
本
の
平
時
需
要
を
決
定
す
る
際
の

基
準
と
す
る
こ
と
で
合
意
に
達
し
た
極
東
委
員
会
は
、
同
年
四
月
に
よ
う
や
く
Ｆ
Ｅ
Ｃ
〇
八
四
の
採
択
に
こ
ぎ
つ
け
よ
う
と
し
て
い

た
。

(

�)

し
か
し
そ
の
よ
う
な
時
期
に
陸
軍
省
は
、
軍
事
産
業

(
民
間
航
空
機
を
含
む)

以
外
の
産
業
に
対
す
る
統
制
を
大
幅
に
緩
和
す
る

修
正
案
（
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
〇
二
／
六
）
を
三
省
調
整
委
員
会
に
提
出
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
一
定
の
貿
易
制
限
と
船
舶
生
産
・
保
有
の

規
制
、
そ
し
て
鋼
塊
生
産
と
石
油
精
製
に
対
す
る
統
制
の
み
を
残
し
、
そ
の
他
の
民
需
用
物
資
の
生
産
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に
は
制
限
を

行
わ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

(

�)

し
か
し
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
〇
八
四
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
合
意
が
形
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
政
策
文
書
の
大
幅
な
修
正
を

論 説
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求
め
る
こ
と
は
、
極
東
委
員
会
で
の
審
議
を
混
乱
に
陥
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
陸
海
国
務
三
相
は
協
議
を
行
い
、

Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
〇
二
／
六
を
極
東
委
員
会
に
提
出
し
な
い
こ
と
、
そ
の
か
わ
り
に
Ｆ
Ｅ
Ｃ
〇
八
四
の
適
用
時
期
を
「
一
九
四
九
年
一
月

一
日
あ
る
い
は
占
領
の
現
局
面
の
終
了
時
点
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
」
に
限
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
合
意
す
る
。

(

�)

し
か
し
そ
の
修
正

案
は
、
ヒ
ル
ド
リ
ン
グ
宛
の
あ
る
書
簡
に
、
米
国
案
を
支
持
す
る
国
は
一
つ
も
な
い
と
記
さ
れ
る
ほ
ど
極
東
委
員
会
諸
国
の
強
い
反
発

を
招
い
た
。

(

�)
そ
の
後
、
四
九
年
を
五
〇
年
に
変
更
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
案
が
検
討
さ
れ
た
が
、
結
局
、
四
九
年
一
月
一
日
を
四
九
年

一
〇
月
一
日
と
す
る
こ
と
で
妥
協
が
成
立
す
る
。
八
月
一
四
日
、
極
東
委
員
会
は
Ｆ
Ｅ
Ｃ
〇
八
四
を
承
認
し
た
。

(

�)

Ｆ
Ｅ
Ｃ
〇
八
四
が
そ
の
審
議
開
始
か
ら
一
年
を
経
て
よ
う
や
く
採
択
さ
れ
た
よ
う
に
、
極
東
委
員
会
の
決
定
は
時
に
著
し
く
遅
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
Ｆ
Ｅ
Ｃ
〇
八
四
の
場
合
は
米
国
が
修
正
案
を
提
出
し
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
日
本
経
済
の
復
興
に
米
国
が
力
を
注
ぐ

ほ
ど
他
の
極
東
委
員
会
諸
国
の
反
発
を
強
め
、
国
際
的
合
意
を
形
成
す
る
こ
と
は
一
層
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
日
本
復
興

政
策
の
迅
速
な
遂
行
が
そ
う
し
た
事
態
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
陸
軍
省
は
、
七
月
二
二
日
、「
日
本
の
経
済
問
題
に
関
す

る
単
独
行
動
」(

Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
〇
）
と
題
し
た
文
書
を
三
省
調
整
委
員
会
に
提
出
す
る
。
そ
の
文
書
に
は
、
極
東
委
員
会
に
提
出

さ
れ
る
米
国
案
に
決
定
ま
で
の
期
限
を
設
け
、
そ
の
期
限
ま
で
に
極
東
委
員
会
が
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
対

し
て
中
間
指
令
を
出
す
と
い
う
方
針
が
記
さ
れ
て
い
た
。

(
�)

陸
軍
省
文
書
の
言
う
中
間
指
令
と
は
、
緊
急
事
項
が
発
生
し
た
場
合
に
米
政
府
が
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
単
独
で
出
す
こ
と
の
で
き
る
指
令
で

あ
る
。
そ
れ
は
極
東
委
員
会
が
取
り
消
し
を
決
定
し
な
い
限
り
有
効
で
あ
り
、
米
国
は
そ
の
決
定
に
拒
否
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
陸
軍
省
の
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
〇
は
、
そ
の
よ
う
な
強
力
な
権
限
を
、
極
東
委
員
会
の
決
定
が
遅
れ
た
場
合
、
即
座
に
行
使
す
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
賠
償
計
画
の
緩
和
や
Ｆ
Ｅ
Ｃ
〇
八
四
に
つ
い
て
陸
軍
省
と
の
間
で
折
り
合
い
を
つ
け
て
き
た
国
務
省
も
、

国
際
協
調
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
さ
す
が
に
こ
の
案
に
は
強
く
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
八
月
七
日
、
国
務
省
は
、
期
限
を
極
東

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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委
員
会
に
通
知
し
圧
力
を
か
け
る
の
は
得
策
で
な
い
と
す
る
見
解
を
三
省
調
整
委
員
会
に
通
告
す
る
。
加
え
て
、
期
限
に
つ
い
て
は
三

省
間
限
り
の
決
定
に
止
め
、
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
に
は
改
め
て
中
間
指
令
を
出
す
べ
き
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
と
い
う
提
案
を
行
っ

た
。

(
�)

数
日
後
、
極
東
委
員
会
で
米
国
代
表
を
務
め
る
マ
ッ
コ
イ
（F

ran
k

R
.

M
cC

o
y

）
か
ら
も
陸
軍
省
案
に
反
対
で
あ
る
旨
が
伝
え
ら

れ
る
。
マ
ッ
コ
イ
は
、
極
東
委
員
会
が
こ
れ
ま
で
四
五
ほ
ど
の
決
定
を
行
う
な
ど
、
か
な
り
の
実
績
を
上
げ
て
い
る
こ
と
を
反
対
理
由

の
一
つ
に
挙
げ
た
。

(
�)

確
か
に
、
四
六
年
頃
か
ら
米
ソ
関
係
が
著
し
く
悪
化
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
極
東
委
員
会
が
そ
れ
に
よ
り
機

能
不
全
に
陥
る
よ
う
な
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
長
い
議
論
の
末
だ
っ
た
と
は
い
え
、
四
七
年
八
月
に
Ｆ
Ｅ
Ｃ
〇
八
四
が
承
認

さ
れ
た
こ
と
は
そ
の
証
左
と
言
え
よ
う
。
結
局
、
陸
軍
省
は
国
務
省
や
マ
ッ
コ
イ
か
ら
の
強
い
反
対
を
受
け
る
中
で
妥
協
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
一
〇
月
二
三
日
、
四
省
調
整
委
員
会
は
、
緊
急
の
経
済
問
題
に
関
し
期
限
を
定
め
る
が
、
極
東
委
員
会
の
米
国
代
表
に
の
み

そ
れ
を
通
知
す
る
こ
と
、
そ
し
て
期
限
が
過
ぎ
た
場
合
に
は
、
四
省
調
整
委
員
会
の
構
成
員
か
ら
の
反
対
が
な
い
と
き
に
限
り
、
中
間

指
令
と
し
て
発
令
す
る
と
規
定
し
た
文
書
を
承
認
し
た
。

(

�)

Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
〇
に
関
す
る
こ
う
し
た
議
論
に
、
前
章
で
指
摘
し
た
極
東
委
員
会
に
対
す
る
国
務
省
と
陸
軍
省
の
姿
勢
の
相
違
を

明
確
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
存
の
研
究
で
は
そ
の
相
違
が
生
じ
た
理
由
と
し
て
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
以
来
の
対
ソ
協
調
論
を
支
持
す

る
戦
時
外
交
路
線
と
、
ソ
連
を
敵
視
す
る
冷
戦
外
交
路
線
の
間
の
対
立
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
ソ
連
観
の
違
い
が
両
省
の
極

東
委
員
会
に
対
す
る
姿
勢
の
相
違
と
な
っ
て
表
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

(

�)

確
か
に
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
〇
に
反
映
さ
れ
た

よ
う
な
陸
軍
省
の
単
独
行
動
主
義
を
、
ソ
連
に
対
す
る
不
信
に
基
づ
い
た
も
の
と
す
る
理
解
は
当
時
か
ら
存
在
し
た
。

(

�)

逆
に
国
務
省
に

は
、
四
七
年
対
日
講
和
条
約
案
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
戦
時
外
交
路
線
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
考
え
が
強
く
残
存
し
て
い
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
国
務
省
の
国
際
協
調
主
義
的
な
姿
勢
を
全
て
、
戦
時
以
来
の
楽
観
的
な
ソ
連
観
に
基
づ
い
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き

論 説
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な
い
。
同
省
の
国
際
協
調
論
を
強
く
反
映
し
た
日
本
復
興
計
画
に
、
日
本
経
済
の
復
興
の
遅
れ
が
米
国
に
敵
対
的
な
「
政
治
的
過
激
主

義
」
の
台
頭
を
招
き
か
ね
な
い
と
い
う
、
共
産
勢
力
の
脅
威
を
意
識
し
た
で
あ
ろ
う
記
述
が
あ
る
こ
と
は
前
章
に
記
し
た
と
お
り
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
計
画
作
成
に
参
加
し
た
バ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
四
七
年
九
月
八
日
付
の
マ
ー
チ
ン
宛
書
簡
の
中
で
、
ソ
連
に
対
す
る
不
信

を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
彼
は
、
ソ
連
が
Ｆ
Ｅ
Ｃ
〇
八
四
に
賛
成
す
る
な
ど
日
本
復
興
推
進
策
を
妨
害
し
よ
う
と
し
な
い
理
由
に
つ
い

て
、
工
業
国
日
本
は
い
ず
れ
関
税
や
移
民
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
米
国
と
衝
突
し
、
市
場
や
原
材
料
を
求
め
て
ソ
連
圏
に
向
か
う
と
考
え

て
い
る
か
ら
、
と
い
う
見
方
を
示
し
た
。
続
け
て
彼
は
、「
繁
栄
」
は
共
産
主
義
者
に
と
っ
て
扱
い
に
く
い
も
の
で
あ
り
、
繁
栄
を
取

り
戻
し
た
日
本
が
た
と
え
米
国
の
安
全
保
障
圏
に
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ソ
連
圏
の
内
側
に
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
、
対
ソ
政

策
上
、
日
本
の
復
興
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
を
マ
ー
チ
ン
に
伝
え
た
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
国
務
省
の
国
際
協
調
論
の
中
に
も
対
ソ
不
信
が
存
在
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
極
東
委
員
会
に
対
す
る
国
務
省
と
陸

軍
省
の
姿
勢
に
相
違
が
生
じ
た
理
由
を
、
ソ
連
観
の
違
い
だ
け
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
以
外
の
理
由
を
前
章
の
分
析
を
含

め
て
考
え
る
な
ら
ば
、
日
本
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
た
周
辺
諸
国
に
対
す
る
配
慮
の
程
度
に
差
異
が
あ
っ
た
た
め
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
国
務
省
は
日
本
の
周
辺
諸
国
、
特
に
中
国
の
協
力
が
日
本
経
済
の
復
興
に
欠
か
せ
な
い
と
い

う
考
慮
か
ら
、
そ
れ
ら
諸
国
の
対
日
警
戒
心
や
反
日
感
情
を
で
き
る
だ
け
あ
お
ら
な
い
形
で
日
本
の
復
興
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
。
そ

う
し
た
立
場
を
と
る
以
上
、
国
務
省
は
、
中
国
な
ど
日
本
の
周
辺
諸
国
を
構
成
国
と
す
る
極
東
委
員
会
の
役
割
を
尊
重
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
陸
軍
省
は
国
務
省
と
同
様
に
、
日
本
の
復
興
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
周
辺
諸
国
の
市
場
と
原
材
料
が
必

要
な
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
た
。
な
か
で
も
中
国
の
重
要
性
は
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
陸
軍
省
内
の
対
日
政
策
の
関
係

者
が
統
合
参
謀
本
部
の
対
中
共
強
硬
論
に
共
鳴
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

(
�)

し
か
し
な
が
ら
陸
軍
省
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す

る
周
辺
諸
国
の
対
日
警
戒
心
や
反
日
感
情
を
国
務
省
ほ
ど
に
は
重
く
捉
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
分
、
陸
軍
省
に
は
周
辺
諸
国
に
対
す

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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る
配
慮
を
欠
き
、
単
独
行
動
に
傾
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
復
興
政
策
を
め
ぐ
る
国
務
省
の
国
際
協
調
路
線
と
陸
軍
省
の
単
独
行
動
主
義
路
線
の
対
立
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八

〇
に
関
す
る
妥
協
が
成
っ
た
後
も
容
易
に
は
収
束
し
な
か
っ
た
。
一
〇
月
三
日
、
陸
軍
省
は
「
日
本
の
経
済
復
興
」
と
題
し
た
文
書
を

三
省
調
整
委
員
会
に
提
出
す
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
と
番
号
の
付
さ
れ
た
そ
の
文
書
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
対
す
る
指
令
案
と
な
っ
て
い

た
。
文
書
冒
頭
に
は
「
初
期
の
対
日
方
針
」
を
基
礎
に
作
ら
れ
た
極
東
委
員
会
文
書
、「
降
伏
後
の
対
日
基
本
方
針
」
の
中
に
あ
る
二

つ
の
目
的
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、「
日
本
国
が
再
び
世
界
の
平
和
と
安
全
の
脅
威
と
な
ら
な
い
こ
と
を
確
実
に
す
る
こ
と｣

、
二

つ
目
は
、「
国
際
的
な
責
任
を
果
た
し
、
他
国
家
の
権
利
を
尊
重
し
、
国
際
連
合
の
目
的
を
支
持
す
る
、
民
主
的
で
平
和
的
な
政
府
を

可
能
な
限
り
早
期
に
設
立
す
る
こ
と｣

、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
陸
軍
省
文
書
に
よ
る
と
、
一
つ
目
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
徹
底
的
な

日
本
の
非
軍
事
化
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
達
成
に
必
要
な
措
置
が
効
果
的
に
取
ら
れ
て
き
た
。
二
つ
目
の
目
的
に
つ
い
て
も
、「
日
本
国

民
が
自
由
に
表
明
し
た
意
思
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
啓
蒙
的
な
憲
法
の
規
定
に
従
い
、
平
和
的
で
民
主
的
な
日
本
政
府
が
設
立
」
さ
れ

る
な
ど
、
そ
の
達
成
に
必
要
な
条
件
が
整
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
り
、「
占
領
の
第
一
段
階
が
終
了
し
た
こ
と
は
今
や

明
ら
か
で
あ
る｣

。
し
か
し
、「
自
立
的
な
経
済
を
維
持
し
、
国
際
的
な
責
任
の
す
べ
て
を
遂
行
す
る
た
め
の
経
済
的
な
強
さ
や
安
定
」

を
日
本
は
い
ま
だ
取
り
戻
し
て
お
ら
ず
、「
米
国
の
納
税
者
の
負
担
」
で
経
済
的
安
定
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
う

し
た
状
態
で
は
、
極
東
委
員
会
が
定
め
た
目
的
を
完
全
に
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
占
領
が
非
軍
事
化
と
民
主
化
の
段
階
を

ほ
ぼ
終
了
し
、
残
る
は
日
本
の
経
済
復
興
問
題
と
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
の
論
法
は
、
早
期
対
日
講
和
論
を
唱
え
た
と
き
に
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
が
展
開
し
た
議
論
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
経
済
問
題
を
占
領
軍
の
手
に
負
え
な
い
問
題
と
し
た
の
に
対

し
て
陸
軍
省
文
書
は
、
日
本
が
経
済
的
な
自
立
を
達
成
す
る
た
め
、「
可
能
で
、
必
要
な
全
て
の
措
置
」
を
取
る
よ
う
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
求

め
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

(

�)

論 説
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こ
の
よ
う
に
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
で
は
、
日
本
の
経
済
復
興
が
米
国
の
納
税
者
の
負
担
を
解
消
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
極
東
委
員

会
の
定
め
た
対
日
占
領
政
策
の
目
的
の
達
成
に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
陸
軍
省
は
こ
う
し

て
あ
た
か
も
国
際
的
合
意
を
尊
重
す
る
か
の
よ
う
な
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
日
本
の
経
済
復
興
を
阻
害
し
か
ね
な
い
既
存

の
指
令
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
力
を
弱
め
た
り
、
無
き
に
等
し
い
も
の
に
し
得
る
権
限
を
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
与
え
よ
う
と
し
た
。
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ

Ｃ
三
八
四
は
、
経
済
復
興
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
「
力
点
の
移
行
」(

sh
ift

o
f

e
m

p
h

asis

）
を
し
た
上
で
既
存
の
指
令
を
実
施
す

る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
照
ら
し
て
既
存
の
指
令
が
「
平
和
的
で
民
主
的
な
日
本
の
早
期
の
経
済
復
興
に
不
利
に
影
響

す
る
」
と
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
が
判
断
し
た
場
合
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
指
令
を
優
先
す
る
よ
う
命
じ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
も
陸
軍
省
は
、
こ
の
指
令
案
を
三
省
調
整
委
員
会
で
承
認
し
た
後
、
米
国
が
単
独
で
発
令
し
、
公
表
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

(

�)

こ
の
陸
軍
省
文
書
の
作
成
を
主
導
し
た
の
は
、
世
界
最
大
の
投
資
銀
行
の
一
つ
デ
ィ
ロ
ン
・
リ
ー
ド
社
の
副
社
長
を
務
め
た
経
歴
を

持
ち
、
四
七
年
八
月
末
に
陸
軍
次
官
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
ド
レ
ー
パ
ー
で
あ
っ
た
。
陸
軍
次
官
就
任
か
ら
二
週
間
後
、
日
本
を
訪

れ
た
ド
レ
ー
パ
ー
は
、
同
国
の
経
済
状
況
に
強
い
危
機
感
を
抱
く
。
そ
の
視
察
旅
行
の
報
告
書
に
は
、
表
面
上
は
日
本
が
「
戦
争
の
荒

廃
か
ら
驚
く
べ
き
復
興
を
な
し
て
き
た
」
よ
う
に
見
え
る
が
、
経
済
・
財
政
面
は
今
な
お
著
し
く
「
不
安
定
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
た
。

(

�)

日
本
の
復
興
を
妨
げ
て
い
る
も
の
と
し
て
ド
レ
ー
パ
ー
が
と
り
わ
け
問
題
視
し
た
の
は
、
賠
償
政
策
と
財
閥
解
体
政
策
で
あ
っ
た
。
前

者
に
つ
い
て
は
一
層
の
緩
和
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
そ
の
中
止
が
必
要
と
考
え
た
ド
レ
ー
パ
ー
は
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
布
石

と
し
て
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
を
準
備
し
、
そ
の
承
認
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

(

�)

ド
レ
ー
パ
ー
は
ま
た
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
の
承
認
が
議
会
対
策
上
で
も
望
ま
し
い
と
考
え
た
。
そ
の
こ
ろ
ド
レ
ー
パ
ー
は
、
救
済

目
的
の
ガ
リ
オ
ア
援
助
に
加
え
て
、
日
本
の
経
済
復
興
を
目
的
と
す
る
援
助
資
金
、
い
わ
ゆ
る
エ
ロ
ア
資
金
を
議
会
に
要
請
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
日
本
国
民
の
よ
り
一
層
の
努
力
と
「
米
政
府
が
一
時
的
に
供
給
す
る
援
助
」
で
、
米
国
の
納
税
者

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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の
負
担
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
の
中
の
記
述
に
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
エ
ロ
ア
援
助
計
画
の
立
案

は
、
四
七
年
一
〇
月
に
総
司
令
部
経
済
科
学
局
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
研
究
報
告
書
を
参
考
に
行
わ
れ
た
。
表
紙
の
色
か
ら
グ
リ
ー
ン

・
ブ
ッ
ク
（G

re
e

n
B

o
o

k

）
と
呼
ば
れ
た
そ
の
報
告
書
は
、
極
東
の
不
安
定
な
政
治
・
経
済
状
況
に
ほ
と
ん
ど
改
善
が
見
ら
れ
な
い

場
合
、
四
八
年
か
ら
五
三
年
ま
で
に
一
二
億
ド
ル
の
援
助
が
、
改
善
の
方
向
に
向
か
う
場
合
は
、
五
一
年
ま
で
に
九
億
五
〇
〇
〇
万
ド

ル
の
援
助
が
日
本
経
済
の
自
立
化
の
た
め
に
必
要
と
い
う
見
積
り
を
示
し
て
い
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
一
九
四
八
年
に
は
四
億
ド
ル

の
援
助
資
金
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

(

�)

ド
レ
ー
パ
ー
は
こ
の
研
究
を
参
考
に
、
四
九
年
度
ガ
リ
オ
ア
予
算
と
し
て
三
億
七
六
〇
〇
万
ド
ル
、

四
八
年
四
月
か
ら
一
五
ヶ
月
間
の
エ
ロ
ア
予
算
と
し
て
一
億
八
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
、
陸
軍
省
の
占
領
地
域
予
算
に
割
り
当
て
る
よ
う
議

会
に
要
請
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

(
�)

緊
縮
財
政
を
求
め
る
議
会
か
ら
、
総
額
五
億
五
六
〇
〇
万
ド
ル
も
の
援
助
資
金
に
対
す
る
支
持
を

取
り
付
け
る
た
め
に
は
、
行
政
府
一
体
で
日
本
の
経
済
問
題
の
早
期
解
決
に
取
り
組
む
と
の
強
い
決
意
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

た
。
陸
軍
省
が
公
表
を
望
ん
だ
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
は
、
ま
さ
に
そ
の
決
意
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

(

�)

し
か
し
、
陸
軍
省
の
単
独
行
動
主
義
路
線
を
強
く
反
映
し
た
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
に
国
務
省
が
反
対
し
な
い
わ
け
は
な
か
っ
た
。
陸

軍
省
に
対
し
て
国
務
省
は
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
の
撤
回
を
要
求
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
極
東
委
員
会
諸
国
か
ら
の
強
い
反
発
を
受
け
か

ね
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
指
令
の
有
効
性
を
判
断
す
る
こ
と
の
で
き
る
権
限
を
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
与
え
る
な
ど
、
陸
軍
省
文
書

が
極
東
委
員
会
の
権
限
に
抵
触
す
る
部
分
を
含
ん
で
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

(

�)

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
国
務
省
内
で
は
、
ケ
ナ
ン
率
い
る
政

策
企
画
室
が
日
本
の
経
済
的
安
定
に
向
け
た
対
日
占
領
政
策
転
換
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
文
書
を
作
成
す
る
な
ど
、
日
本
復
興
政
策
を

強
力
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
陸
軍
省
に
と
っ
て
は
有
利
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。

(

�)

し
か
し
、
そ
れ
に
よ
り
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
に
関

す
る
協
議
が
陸
軍
省
に
と
っ
て
容
易
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
初
ド
レ
ー
パ
ー
は
、
一
一
月
半
ば
に
召
集
予
定
の
特
別
議
会
よ
り

前
に
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
が
、
国
務
省
の
強
い
反
対
に
よ
り
そ
れ
が
難
し
く
な
る
。
ド
レ
ー
パ

論 説



(阪大法学) 58 (5 183) 1125 [2009.1]

ー
は
、
国
務
省
の
見
解
を
一
部
取
り
入
れ
た
修
正
案
を
作
成
す
る
な
ど
し
た
も
の
の
、
年
内
の
合
意
す
ら
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

(
�)

こ
の
よ
う
に
米
政
府
内
で
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ
て
い
た
最
中
の
四
八
年
一
月
六
日
、
対
日
政
策
に
関
す
る

演
説
が
ロ
イ
ヤ
ル
陸
軍
長
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
は
、
日
本
占
領
に
伴
う
「
責
任
と
費
用
」
を
、
米
国
勝
利
の
「
最
も
失

望
的
な
面
の
一
つ
」
で
あ
る
と
表
現
し
、
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
「
健
全
な
自
立
経
済
」
を
日
本
に
お
い
て
早
期
に
実
現
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
た
。

(

�)

ロ
イ
ヤ
ル
演
説
か
ら
一
〇
日
ほ
ど
経
っ
た
一
月
一
七
日
、
ま
さ
に
そ
の
実
現
を
目
標
と
す
る
エ
ロ
ア
援
助

計
画
が
議
会
側
に
提
案
さ
れ
る
。

(

�)

こ
う
し
て
エ
ロ
ア
援
助
審
議
が
近
づ
く
中
、
何
と
し
て
も
そ
の
前
に
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
の
承
認
を

得
た
か
っ
た
陸
軍
省
は
国
務
省
と
の
協
議
を
急
い
だ
。
一
月
二
一
日
、
両
省
は
よ
う
や
く
妥
協
案
の
成
立
へ
と
漕
ぎ
着
け
る
。
そ
の
最

終
版
で
は
、
原
案
に
あ
っ
た
「
力
点
の
移
行
」
と
い
う
表
現
が
、
復
興
政
策
に
「
よ
り
力
点
」(

m
o

re
e

m
p

h
asis

）
を
置
く
と
い
う
表

現
に
変
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
が
既
存
の
指
令
の
有
効
性
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
規
定
が
削
除
さ
れ
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

に
対
す
る
指
令
案
で
あ
っ
た
も
の
が
声
明
と
し
て
の
形
に
改
め
ら
れ
た
。
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
承
認
と
同
日
、
そ
の
文
書
は
米
国
代
表

マ
ッ
コ
イ
に
よ
っ
て
極
東
委
員
会
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
か
つ
て
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
米
国
代
表
も
務
め
た
老
将
軍
マ
ッ
コ
イ
は
、
日

本
の
非
軍
事
化
と
民
主
化
が
順
調
に
成
し
遂
げ
ら
れ
て
き
た
一
方
で
、
自
立
経
済
の
確
立
は
い
ま
だ
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
、
過
去
二

年
間
の
日
本
占
領
を
総
括
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
米
政
府
は
、

適
度
な
生
活
水
準
を
持
つ
自
立
的
な
日
本
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
層
大
き
な
努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
日
本

政
府
・
国
民
、
極
東
委
員
会
と
そ
の
構
成
国
、
そ
し
て
総
司
令
官
は
そ
う
し
た
計
画
に
、
よ
り
力
点
を
置
く
べ
き
諸
条
件
を
認
識
し
、

平
和
的
で
自
立
的
な
基
礎
に
立
っ
た
日
本
経
済
を
早
急
に
回
復
さ
せ
る
べ
く
、
占
領
の
基
本
政
策
に
合
致
し
た
あ
ら
ゆ
る
必
要
措
置
を

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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取
る
べ
き
と
信
じ
る
。(

中
略
）
米
国
民
は
日
本
経
済
に
対
す
る
援
助
を
い
つ
ま
で
も
続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
米
政
府
と
し

て
は
、
生
活
基
礎
物
資
の
た
め
の
資
金
に
加
え
て
、
工
業
原
材
料
や
諸
機
械
部
分
の
輸
入
調
達
費
に
当
て
る
た
め
の
、
一
九
四
九
年
度

予
算
に
関
す
る
議
会
審
議
を
間
も
な
く
始
め
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
予
算
の
目
的
は
、
平
和
産
業
の
生
産
力
を
増
大
さ
せ
、
日
本
が
自

立
状
態
に
向
か
う
の
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
。

(

�)

ド
レ
ー
パ
ー
の
原
案
と
比
べ
る
と
穏
や
か
で
曖
昧
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
日
本
復
興
政
策
の
本
格
的
始
動
を
一
方
的
に
宣

言
す
る
に
等
し
い
こ
の
声
明
は
、
日
本
の
侵
略
に
苦
し
ん
だ
諸
国
が
歓
迎
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
マ
ッ
コ
イ
声
明
か
ら
二
週
間

後
、
中
国
の
プ
レ
ス
の
「
敵
意
に
満
ち
た
猛
烈
な
反
応
」
が
国
務
省
か
ら
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

し
か
し
ド
レ
ー
パ
ー
に
、

そ
の
よ
う
な
他
国
の
反
応
を
深
刻
に
受
け
止
め
た
様
子
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ド
レ
ー
パ
ー
は
マ
ッ
コ
イ
か
ら
、「
い
か
な
る
国
際
協

力
に
つ
い
て
も
完
全
に
シ
ニ
カ
ル
で｣

、「
極
東
委
員
会
を
無
視
す
る
こ
と
に
何
ら
躊
躇
が
な
か
っ
た
」

(

�)

と
評
さ
れ
る
ほ
ど
、
他
国
と
の

協
力
関
係
に
つ
い
て
無
頓
着
だ
っ
た
。

と
は
い
え
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
の
周
辺
諸
国
の
重
要
性
を
ド
レ
ー
パ
ー
が
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
陸
軍
省

内
の
他
の
対
日
政
策
関
係
者
と
同
様
、
日
本
の
周
辺
諸
国
、
と
り
わ
け
中
国
と
日
本
の
経
済
関
係
を
重
視
し
て
お
り
、
中
共
支
配
地
域

と
の
貿
易
も
容
認
す
る
考
え
で
あ
っ
た
。
四
八
年
三
月
の
記
者
会
見
で
は
、
明
ら
か
に
中
国
を
指
し
て
、
日
本
と
共
産
地
域
と
の
貿
易

は
「
政
治
的
信
条
に
関
係
な
く
可
能
」
で
あ
る
と
の
見
解
を
公
に
し
て
い
る
。

(

�)

一
九
五
〇
年
一
〇
月
に
は
、
外
国
貿
易
協
議
会
の
聴
衆

を
前
に
、
日
本
が
石
炭
と
鉄
鉱
石
、
そ
し
て
市
場
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
事
情
を
考
え
る
と
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
差
異
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
は
共
産
中
国
と
貿
易
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
示
し
た
。

(

�)

こ
う
し
た
発
言
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
ド
レ
ー
パ
ー
は
日
本
の
ア
ジ
ア
貿
易
の
可
能
性
に
つ
い
て
楽
観
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
。

論 説
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四
八
年
五
月
の
あ
る
議
会
公
聴
会
で
は
、
中
国
人
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
日
本
人
を
受
け
入
れ
る
の
に
心
理
的
抵
抗
を
感
じ
な
が
ら
も
、

日
本
商
品
の
取
得
を
強
く
望
ん
で
い
る
と
述
べ
、
周
辺
諸
国
の
反
日
感
情
が
日
本
の
ア
ジ
ア
貿
易
を
阻
害
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
見
解

を
披
瀝
し
て
い
る
。

(

�)

ド
レ
ー
パ
ー
が
日
本
経
済
に
と
っ
て
の
周
辺
諸
国
の
重
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
、
単
独
行
動
主
義
路
線
を
推
し
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
感
情
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
峻
別
す
る
論
理
に
基
づ
い
た
楽
観
論
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

行
政
府
内
の
路
線
対
立
を
何
と
か
収
束
さ
せ
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
の
成
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
ド
レ
ー
パ
ー
は
、
い
よ
い
よ
議
会
に
お

け
る
エ
ロ
ア
援
助
審
議
に
臨
む
こ
と
に
な
る
。
彼
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
が
議
会
審
議
を
多
少
な
り
と
も
容
易
に
す
る
の
で
は
と
い

う
期
待
を
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
思
惑
通
り
に
な
る
か
ど
う
か
は
甚
だ
不
透
明
で
あ
っ
た
。

第
四
章

議
会
の
対
日
復
興
援
助
審
議

陸
軍
省
が
日
本
復
興
計
画
の
立
案
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、
四
七
年
末
に
上
院
歳
出
委
員
会
で
行
わ
れ
た
、
四
八
年
度
ガ
リ
オ

ア
補
正
予
算
に
関
す
る
公
聴
会
に
お
い
て
す
で
に
議
会
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
公
聴
会
の
た
め
に
陸
軍
省
が
用
意
し
た
「
占
領
地

域
復
興
計
画
に
関
す
る
声
明
」
は
、
極
東
に
お
け
る
占
領
地
域
の
工
業
生
産
を
刺
激
す
る
た
め
の
計
画
が
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

(

�)

ま
た
、
一
二
月
九
日
に
は
ド
レ
ー
パ
ー
が
同
委
員
会
の
公
聴
会
に
出
席
し
、
五
一
年
ま
で
の
四
年
間
で
日
本
経

済
の
自
立
化
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
計
画
が
あ
る
と
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
証
言
を
行
っ
た
。

(

�)

四
八
年
度
ガ
リ
オ
ア
補
正
予
算
に
関
す
る
審
議
の
最
中
、
日
本
に
お
け
る
財
閥
解
体
政
策
を
批
判
す
る
議
会
演
説
が
ノ
ー
ラ
ン
ド

（W
illiam

F
.

K
n

o
w

lan
d
,

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
共
和
党
）
上
院
議
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
ノ
ー
ラ
ン
ド
演
説
の
背
後
に
は
、
財

閥
解
体
政
策
を
中
止
さ
せ
る
た
め
に
議
会
の
圧
力
も
利
用
し
よ
う
と
考
え
た
ド
レ
ー
パ
ー
の
画
策
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
ド
レ
ー
パ

ー
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ロ
ビ
ー
の
代
表
的
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
ハ
リ
ー
・
カ
ー
ン
（H

arry
F

.
K

e
rn

）
に
、
急
進
的
な
財
閥
解
体
政

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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策
を
規
定
し
て
い
た
極
東
委
員
会
文
書
（
Ｆ
Ｅ
Ｃ
二
三
〇
）
の
写
し
を
、
そ
れ
が
機
密
扱
い
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ノ
ー
ラ
ン

ド
の
も
と
に
送
ら
せ
た
。

(

�)

Ｆ
Ｅ
Ｃ
二
三
〇
の
内
容
に
「
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
」
ノ
ー
ラ
ン
ド
は
、
四
七
年
末
の
議
会
演
説
に
お

い
て
、「
我
々
自
身
の
政
治
的
、
道
徳
的
、
経
済
的
基
準
と
相
容
れ
な
い
」
社
会
主
義
的
政
策
が
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
と
、
厳
し
い

批
判
を
展
開
し
た
。

(

�)

こ
の
ノ
ー
ラ
ン
ド
演
説
か
ら
約
一
ヶ
月
が
経
っ
た
四
八
年
一
月
一
七
日
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
エ
ロ
ア
援
助
計
画
が
議
会
に
提
案

さ
れ
た
。
そ
の
数
日
後
に
は
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
が
極
東
委
員
会
で
読
み
上
げ
ら
れ
、
一
般
に
公
表
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
月

に
は
ド
レ
ー
パ
ー
が
上
院
歳
出
委
員
会
の
あ
る
公
聴
会
に
出
席
し
、
救
済
か
ら
復
興
へ
と
占
領
政
策
の
「
力
点
を
移
行
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
の
原
案
と
同
様
の
表
現
を
使
い
な
が
ら
日
本
経
済
の
自
立
化
を
目
指
す
決
意
を
述
べ
た
。

(

�)

Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
の
採
択
と
公
表
を
急
ぎ
、
対
日
占
領
政
策
に
お
け
る
力
点
の
移
行
を
強
調
し
た
ド
レ
ー
パ
ー
で
あ
っ
た
が
、
そ

う
し
た
彼
の
努
力
は
少
々
空
回
り
し
て
い
た
観
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
当
時
多
く
の
議
員
の
対
外
政
策
に
お
け
る
主
た
る
関
心
は
対

日
援
助
に
向
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
一
の
関
心
は
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
計
画

に
あ
っ
た
し
、
ア
ジ
ア
方
面
に
つ
い
て
は
、
内
戦
が
拡
大
し
て
い
た
中
国
の
情
勢
が
注
目
を
集
め
て
い
た
。
日
本
に
お
け
る
財
閥
解
体

政
策
を
批
判
し
た
ノ
ー
ラ
ン
ド
に
し
て
も
、
中
国
よ
り
日
本
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ノ
ー
ラ
ン
ド
は
余
剰
綿
花
の

市
場
と
し
て
日
本
に
注
目
し
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
綿
花
議
員
」
で
あ
っ
た
が
、
�
介
石
を
熱
烈
に
支
持
す
る
議
員
の
一
人
で
も
あ
っ

た
。
彼
は
、
四
九
年
に
国
民
党
が
内
戦
に
敗
れ
台
湾
に
逃
れ
た
後
も
�
支
援
を
訴
え
続
け
、
そ
の
あ
ま
り
の
熱
心
さ
か
ら
「
台
湾
選
出

の
上
院
議
員
」
と
揶
揄
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

(

�)

当
時
、
ノ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
親
�
派
議
員
が
共
和
党
を
中
心
に
幾
人
か
い
た
。
な
か
で
も
、
宣
教
師
と
し
て
一
〇
年
間
、
中
国
で

活
動
し
た
経
験
を
持
ち
、
五
〇
年
代
に
「
百
万
人
委
員
会
」
と
呼
ば
れ
る
、
チ
ャ
イ
ナ
・
ロ
ビ
ー
の
団
体
の
中
で
は
最
大
規
模
の
団
体

論 説
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を
立
ち
上
げ
た
ジ
ャ
ッ
ド
（W

alte
r

H
.

Ju
d

d
,

ミ
ネ
ソ
タ
州
、
共
和
党
）
下
院
議
員
は
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
。

(

�)

彼
ら
親
�
派
議

員
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ば
か
り
を
重
視
し
て
、
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
の
重
要
性
を
軽
視
す
る
か
の
よ
う
な
対
外
政
策

を
取
っ
て
い
る
こ
と
に
強
い
不
満
を
持
っ
て
い
た
。
四
七
年
秋
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
緊
急
経
済
援
助
法
案
を
め
ぐ
る
議
会
審
議
で
は
、

そ
う
し
た
不
満
か
ら
援
助
対
象
国
に
中
国
を
含
め
る
よ
う
要
求
。
共
和
党
が
議
会
で
多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
半
ば
強
引

に
そ
の
要
求
を
通
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

(

�)

ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
親
�
派
議
員
の
不
満
が
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
も
向
か
い
、
そ
の
迅
速
な
議
会
通
過
が
阻
ま
れ
る
こ
と
を
恐

れ
た
。
そ
う
し
た
懸
念
と
、
中
国
全
土
の
共
産
化
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
戦
略
的
要
請
か
ら
、
国
務
省
を
中
心
に
本
格

的
な
中
国
援
助
計
画
の
立
案
が
四
七
年
秋
に
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
一
一
月
一
〇
日
、
上
下
両
院
の
合
同
外
交
委
員
会
に
お
い

て
マ
ー
シ
ャ
ル
国
務
長
官
か
ら
議
会
に
伝
え
ら
れ
た
。

(

�)

翌
日
の
上
院
外
交
委
員
会
の
公
聴
会
に
も
出
席
し
た
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
中
国
援

助
の
総
額
は
三
億
ド
ル
ほ
ど
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
具
体
的
な
数
字
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

(

�)

一
九
四
八
年
二
月
一
八
日
、
総
額
五
億
七
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
中
国
援
助
計
画
が
大
統
領
か
ら
議
会
に
提
案
さ
れ
た
。
援
助
総
額
は
三

億
ド
ル
を
大
き
く
超
え
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
資
金
の
全
て
は
経
済
援
助
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
計
画
に
親
�
派
議

員
が
強
く
求
め
て
い
た
軍
事
援
助
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
援
助
で
浮
い
た
資
金
を
国
府
が
米
国
か
ら
の
軍
需
品
の

調
達
に
充
て
る
こ
と
を
容
認
し
な
が
ら
も
、
国
共
内
戦
に
対
す
る
直
接
的
な
軍
事
関
与
は
避
け
る
べ
き
と
す
る
意
見
が
国
務
省
内
で
支

配
的
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
も
、
中
国
向
け
経
済
援
助
は
国
府
に
「
息
つ
く
暇
」
を
与
え
る
た
め
の
救
済
援
助
と
し
て
、
そ
の
大

半
を
食
糧
な
ど
必
需
品
輸
入
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

(

�)

こ
う
し
た
内
容
の
中
国
援
助
計
画
を
、
日
本
の
復
興
を
主
た
る
目
的
と

し
た
エ
ロ
ア
援
助
計
画
と
比
較
す
る
と
、
四
六
年
末
か
ら
進
行
し
て
い
た
東
ア
ジ
ア
政
策
の
重
点
の
変
化
が
明
瞭
と
な
る
。
救
済
援
助

と
し
て
の
性
格
の
強
い
中
国
援
助
計
画
に
対
し
て
エ
ロ
ア
援
助
計
画
は
、
ド
レ
ー
パ
ー
が
下
院
外
交
委
員
会
で
証
言
し
た
と
こ
ろ
に
よ

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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る
と
、「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
類
似
す
る
」
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。

(
�)

中
国
と
日
本
に
対
す
る
援
助
計
画
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
援
助
計
画
と
と
も
に
、
ま
ず
そ
の
授
権
法
案
が
下
院
外
交
委
員
会
で
の

審
議
に
付
さ
れ
た
。
議
会
の
関
心
を
反
映
し
て
、
審
議
の
大
半
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
に
対
す
る
援
助
計
画
に
割
か
れ
た
。
日
本
向
け

援
助
に
対
す
る
議
会
の
関
心
の
低
さ
は
、
三
月
五
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
問
題
に
関
す
る
公
聴
会
が
開
か
れ
た
こ
と
に
も
表
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ド
レ
ー
パ
ー
を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
そ
の
公
聴
会
で
は
、
あ
る
委
員
か
ら
、
我
々
の
歴
史
上
、「
最
も
狡
猾

で
無
慈
悲
な
最
悪
の
敵
」
で
あ
っ
た
日
本
国
民
を
、「
わ
ず
か
数
年
の
内
に｣

、「
我
々
の
友
人
、
そ
し
て
同
盟
者
」
と
し
て
受
け
容
れ

よ
う
と
し
て
い
る
の
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
と
の
発
言
が
な
さ
れ
た
。

(

�)

日
米
戦
争
の
記
憶
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
た

こ
の
時
期
、
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
感
情
を
院
内
外
の
多
く
の
米
国
人
が
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
し
か
し
、

対
日
復
興
援
助
の
必
要
性
を
訴
え
る
ド
レ
ー
パ
ー
の
証
言
に
対
し
て
、
消
極
的
見
解
こ
そ
あ
れ
、
積
極
的
な
反
対
意
見
が
表
明
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
お
そ
ら
く
、
米
国
援
助
に
よ
り
日
本
経
済
の
自
立
化
を
早
期
に
達
成
す
る
こ
と
が
、
結
局
は
米
国
負

担
の
軽
減
、
解
消
に
つ
な
が
る
と
い
う
ド
レ
ー
パ
ー
の
主
張
が
一
定
の
説
得
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
彼

が
日
本
と
近
隣
諸
国
の
経
済
的
相
互
依
存
関
係
を
指
摘
し
、
日
本
の
復
興
が
ア
ジ
ア
全
体
の
復
興
を
促
進
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
強
調

し
た
こ
と
が
、
エ
ロ
ア
援
助
計
画
の
正
当
性
を
高
め
て
い
た
。

(
�)

こ
の
よ
う
に
公
聴
会
を
無
事
終
え
た
ド
レ
ー
パ
ー
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
思
わ
ぬ
事
態
に
よ
り
エ
ロ
ア
授
権
法
案
の
議
会
通
過
が

阻
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
原
因
は
、
依
然
と
し
て
議
会
に
お
い
て
一
定
の
支
持
を
得
て
い
た
中
国
重
視
論
と
、
そ
の
主
唱
者
た
る

親
�
派
議
員
に
あ
っ
た
。
日
本
復
興
を
主
た
る
目
的
と
す
る
エ
ロ
ア
援
助
計
画
に
つ
い
て
、
親
�
派
議
員
も
反
対
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
、
日
本
と
中
国
の
ど
ち
ら
を
よ
り
重
視
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
、
彼
ら
は
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
と
意
見
を
大
き
く
異
に
し
て

論 説
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い
た
。
そ
の
こ
と
が
第
八
〇
議
会
に
お
け
る
対
外
援
助
審
議
を
紛
糾
さ
せ
、
エ
ロ
ア
援
助
計
画
の
議
会
通
過
を
難
し
く
す
る
の
で
あ
る
。

行
政
府
提
案
の
中
国
援
助
計
画
が
経
済
援
助
し
か
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
親
�
派
議
員
は
、
同
計
画

に
軍
事
援
助
を
盛
り
込
む
よ
う
要
求
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
議
会
通
過
を
確
実
に
す
る
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
計
画
と
合
わ
せ
て
一

つ
の
法
案
に
ま
と
め
る
よ
う
求
め
た
。
三
月
一
一
日
、
ジ
ャ
ッ
ド
や
ボ
リ
ス
（Jo

h
n

M
.

V
o

ry
s,

オ
ハ
イ
オ
州
、
共
和
党
）
と
い
う
有

力
な
親
�
派
議
員
を
構
成
員
と
し
て
い
た
下
院
外
交
委
員
会
は
、
一
括
法
案
化
の
決
定
を
下
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
計

画
や
中
国
援
助
計
画
、
そ
し
て
エ
ロ
ア
援
助
計
画
な
ど
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
が
第
八
〇
議
会
に
提
案
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
援
助
計
画

が
一
つ
の
包
括
的
な
授
権
法
案
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
下
院
外
交
委
員
会
は
、
そ
の
一
括
法
案
に
一
億
五
〇
〇
〇

万
ド
ル
の
対
中
軍
事
援
助
を
盛
り
込
む
。
そ
れ
は
、
軍
事
物
資
の
供
給
の
ほ
か
、
作
戦
や
戦
略
、
戦
術
作
成
の
た
め
の
助
言
や
訓
練
を

与
え
る
こ
と
も
想
定
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
た
。

(

�)

こ
う
し
た
下
院
で
の
展
開
に
、
超
党
派
外
交
の
立
役
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
（A

rth
u

r
H

.
V

an
d

e
n

b
e

rg
,

ミ
シ

ガ
ン
州
、
共
和
党
）
上
院
外
交
委
員
会
委
員
長
は
強
い
憂
慮
の
念
を
抱
く
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
法
案
の
優
先
的
な
審
議
・
採
択
を

行
う
た
め
、
下
院
指
導
者
に
各
援
助
計
画
を
個
別
法
案
と
し
て
扱
う
よ
う
何
度
も
説
得
を
試
み
た
。
し
か
し
、
そ
の
働
き
か
け
は
結
局
、

失
敗
に
終
わ
る
。

(

�)

そ
こ
で
次
に
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
が
試
み
た
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
計
画
の
議
会
通
過
を
少
し
で
も
早
め
る
た
め
、

エ
ロ
ア
援
助
計
画
を
一
括
法
案
か
ら
取
り
除
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
彼
に
は
、
議
会
の
関
心
の
薄
い
エ
ロ
ア
援
助
計
画
で
あ
れ

ば
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
て
も
大
き
な
問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ロ
イ
ヤ
ル
と
ド
レ
ー
パ
ー
に
対

し
て
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
計
画
の
議
会
通
過
後
、
エ
ロ
ア
援
助
計
画
を
支
持
す
る
と
約
束
し
、
そ
れ
を
一
括
法

案
か
ら
取
り
除
く
こ
と
に
関
し
て
両
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

(

�)

続
い
て
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
が
取
り
組
ん
だ
の
が
対
中
軍
事
援
助
の
問
題
で
あ
っ
た
。
彼
が
委
員
長
を
務
め
る
上
院
外
交
委
員
会
で

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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は
、
国
務
省
と
同
様
の
理
由
か
ら
、
中
国
に
対
す
る
直
接
的
な
軍
事
援
助
に
反
対
す
る
意
見
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
委
員

会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
法
案
の
早
期
成
立
の
た
め
に
は
下
院
と
の
妥
協
が
必
要
な
こ
と
、
上
院
に
も
中
国
に
対
す
る
軍
事
援
助
を
求

め
る
議
員
が
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
委
員
会
は
ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
を
中
心
に
、
親
�
派
議
員

の
主
張
を
一
部
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
中
国
内
戦
へ
の
直
接
的
な
軍
事
関
与
を
避
け
る
方
法
を
案
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
経
済

援
助
と
は
別
に
、
一
億
ド
ル
を
贈
与
と
し
て
中
国
に
支
給
す
る
と
い
う
案
で
あ
っ
た
。
上
院
外
交
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
そ
の

贈
与
は
、「
中
国
政
府
自
身
の
選
択
と
責
任
に
お
い
て
」
軍
事
物
資
の
購
入
に
充
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
て
い
た
。

(

�)

こ
の
上

院
案
は
、
軍
事
援
助
を
求
め
る
議
員
と
そ
う
で
な
い
議
員
双
方
の
主
張
を
う
ま
く
取
り
込
ん
で
い
た
た
め
、
議
会
で
広
い
支
持
を
得
る
。

そ
の
結
果
、
最
終
的
に
は
一
億
二
五
〇
〇
万
ド
ル
を
贈
与
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
が
下
院
と
の
間
で
決
定
さ
れ
た
。
四
月
二
日
、
中
国

援
助
計
画
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
計
画
と
と
も
に
、
対
外
援
助
授
権
法
の
一
部
と
し
て
上
下
両
院
を
通
過
し
た
。

(

�)

ヴ
ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
の
尽
力
に
よ
り
、
中
国
に
対
す
る
限
定
的
援
助
の
方
針
を
何
と
か
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
た
ト
ル
ー
マ
ン
政
権

は
、
い
よ
い
よ
エ
ロ
ア
援
助
授
権
法
案
の
成
立
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
授
権
法
制
定
の
後
に
は
、
歳
出
法
の
議
会
通
過
に
よ

っ
て
エ
ロ
ア
援
助
の
た
め
の
資
金
を
獲
得
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
三
月
一
二
日
、
歳
出
法
に
お
い
て
議
会
に
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
援

助
額
を
記
し
た
資
料
が
、
ド
レ
ー
パ
ー
か
ら
イ
ー
ト
ン
（C

h
arle

s
A

.
E

ato
n
,

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
共
和
党
）
下
院
外
交
委
員
会

委
員
長
に
送
付
さ
れ
た
。
そ
の
資
料
に
は
、
日
本
本
土
の
他
に
エ
ロ
ア
援
助
の
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
た
朝
鮮
半
島
南
部
と
琉
球
諸
島

に
対
す
る
援
助
額
も
記
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
の
国
・
地
域
向
け
エ
ロ
ア
援
助
総
額
は
二
億
七
五
〇
〇
万
ド
ル
、
そ
の
う
ち
日
本
本
土
に

は
六
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
一
億
八
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
支
給
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
委
員
会
に
伝
え
ら
れ
た
。

(

�)

と
こ
ろ
が
、
エ
ロ
ア
援
助
計
画
を
包
括
的
な
対
外
援
助
授
権
法
案
か
ら
取
り
除
き
、
審
議
を
後
回
し
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
計
画

の
た
め
の
十
分
な
審
議
時
間
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
五
月
一
一
日
付
の
ド
レ
ー
パ
ー
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
宛
電
報
に

論 説
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よ
る
と
、
彼
は
外
交
委
員
会
の
ボ
リ
ス
と
歳
出
委
員
会
の
テ
ー
バ
ー
か
ら
、
エ
ロ
ア
援
助
計
画
の
た
め
の
授
権
法
と
歳
出
法
を
今
会
期

中
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
両
議
員
か
ら
、
授
権
法
の
制
定
を
必
要
と
し
な
い
ガ
リ
オ
ア
援
助

の
規
定
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ロ
ア
援
助
資
金
を
獲
得
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
授
権
法
の
制
定
を

省
く
と
い
う
立
法
上
の
措
置
に
ブ
リ
ッ
ジ
ズ
（H

e
n

ry
S
.

B
rid

g
e

s,

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
、
共
和
党
）
上
院
歳
出
委
員
会
委
員

長
の
賛
同
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
ド
レ
ー
パ
ー
は
ボ
リ
ス
と
テ
ー
バ
ー
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。

(

�)

四
九
年
度
ガ
リ
オ
ア
予
算
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
向
け
の
援
助
予
算
を
規
定
す
る
包
括
的
な
対
外
援
助
歳
出
法
の
一
部
と
し
て
議

会
審
議
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
五
月
一
二
日
、
下
院
歳
出
委
員
会
の
公
聴
会
に
出
席
し
た
ド
レ
ー
パ
ー
は
、
ガ
リ
オ
ア

援
助
の
規
定
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ロ
ア
援
助
の
た
め
の
資
金
を
獲
得
し
た
い
旨
を
委
員
会
に
伝
え
た
。

(

�)

そ
れ
か
ら
一
週
間
後

の
五
月
一
九
日
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、「
日
本
と
朝
鮮
、
そ
し
て
琉
球
諸
島
に
お
け
る
経
済
復
興
の
目
的
の
た
め
に
」
援
助
資
金

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
文
言
を
ガ
リ
オ
ア
援
助
の
規
定
の
中
に
入
れ
る
よ
う
正
式
に
議
会
に
要
請
し
た
。
ま
た
、
そ
の
新
た
な

目
的
の
た
め
に
、
ガ
リ
オ
ア
予
算
を
一
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
増
額
し
、
総
額
一
四
億
ド
ル
と
す
る
こ
と
も
求
め
た
。

(

�)

こ
の
増
額
分
に
つ

い
て
、
エ
ロ
ア
援
助
と
し
て
二
億
七
五
〇
〇
万
ド
ル
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
も
と
も
と
の
計
画
と
比
べ
る
と
、
そ
れ
が
か
な

り
の
少
額
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
エ
ロ
ア
援
助
予
算
の
六
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
日
本
向
け
に
回
す
と
い
う
当
初

の
割
り
当
て
率
を
一
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
適
用
す
る
と
、
対
日
援
助
額
は
九
八
〇
〇
万
ド
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

予
算
請
求
額
が
抑
え
ら
れ
た
一
つ
の
理
由
は
、
エ
ロ
ア
援
助
の
支
給
期
間
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
計
画
に
合
わ
せ
て
一
五
ヶ
月
か
ら
一
二

ヶ
月
に
短
縮
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
翌
年
初
め
に
補
正
予
算
を
組
む
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

(

�)

こ
う
し
て
当
初
の
見
積
り
よ
り
か
な
り
減
額
さ
れ
た
と
は
い
え
、
よ
う
や
く
エ
ロ
ア
援
助
の
た
め
の
予
算
を
獲
得
で
き
る
見
込
み
が

出
て
き
た
。
ド
レ
ー
パ
ー
は
、
陸
軍
省
の
対
日
援
助
計
画
を
支
持
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
た
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
（P

e
rcy

H
.

Jo
h

n
sto

n

）

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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報
告
書
を
五
月
に
公
表
す
る
な
ど
し
て
万
全
を
期
し
た
。

(

�)

し
か
し
、
緊
縮
財
政
主
義
者
テ
ー
バ
ー
を
委
員
長
に
擁
し
、
か
ね
て
か
ら
対

外
援
助
予
算
に
厳
し
い
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
下
院
歳
出
委
員
会
が
、
ま
さ
に
「
肉
切
り
包
丁
」
で
も
っ
て
、
行
政
府
の
対
外
援
助
要
求

を
ず
た
ず
た
に
す
る
挙
に
出
た
の
で
あ
る
。
六
月
三
日
、
委
員
会
は
援
助
総
額
を
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
削
減
す
る
法
案
を
可
決
し

た
。
そ
の
法
案
に
定
め
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
予
算
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
請
求
額
を
約
一
〇
億
ド
ル
も
下
回
っ
て
い
た
。
し
か

も
、
委
員
会
案
で
は
ガ
リ
オ
ア
援
助
予
算
の
増
額
が
認
め
ら
れ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
予
算
の
中
か
ら
エ
ロ
ア
資
金
を
捻
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
六
月
四
日
、
下
院
本
会
議
は
こ
の
委
員
会
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

(

�)

下
院
が
エ
ロ
ア
資
金
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
予
算
か
ら
出
す
よ
う
決
定
し
た
こ
と
は
、
対
日
復
興
援
助
の
実
施
機
関
が
陸
軍
省
で
は
な

く
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
経
済
協
力
局
（E

co
n

o
m

ic
C

o
o

p
e

ratio
n

A
d

m
in

istratio
n

）
に
な
る
こ
と
を
意

味
し
た
。
そ
の
こ
と
に
納
得
の
い
か
な
い
ド
レ
ー
パ
ー
は
、
六
月
九
日
の
上
院
歳
出
委
員
会
の
公
聴
会
に
お
い
て
、
約
三
年
間
に
わ
た

る
陸
軍
省
の
占
領
経
験
を
強
調
し
て
、
エ
ロ
ア
資
金
を
陸
軍
省
の
予
算
、
つ
ま
り
ガ
リ
オ
ア
予
算
に
割
り
当
て
る
よ
う
求
め
た
。

(

�)

二
日

後
に
は
ホ
フ
マ
ン
（P

au
l

G
.

H
o

ffm
an

）
経
済
協
力
局
長
官
が
公
聴
会
に
出
席
し
、
下
院
案
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
復
興
を
目
指
す
こ
と

が
困
難
に
な
ろ
う
と
厳
し
い
見
通
し
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
エ
ロ
ア
予
算
と
し
て
一
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
増
額
を
認
め
る
よ
う
訴
え

た
。

(

�)

こ
う
し
た
説
得
が
効
を
奏
し
、
上
院
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
予
算
の
減
額
幅
を
圧
縮
。
し
か
も
一
億
二
五
〇
〇
万
ド
ル
の
エ
ロ
ア
資

金
を
含
む
総
額
一
三
億
二
五
〇
〇
万
ド
ル
の
ガ
リ
オ
ア
予
算
を
可
決
し
た
。

(

�)

そ
の
後
、
上
下
両
院
で
協
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
ガ
リ
オ
ア
予
算
は
総
額
一
三
億
ド
ル
と
な
り
、
そ
の
う
ち
の
一
部
を
日
本
と
朝
鮮
、

琉
球
諸
島
の
経
済
復
興
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ガ
リ
オ
ア
予
算
は
行
政
府
提
案
よ
り
も
一
億
ド
ル
減
額
さ
れ
た
と

は
い
え
、
一
三
億
ド
ル
の
援
助
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
の
資
金
を
復
興
援
助
に
充
て
る
べ
き
か
、
法
律
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
陸
軍
省
は
、
飢
餓
や
疾
病
の
蔓
延
の
防
止
と
い
っ
た
ガ
リ
オ
ア
援
助
が
本
来
目
的
と
し
て
い
た
も
の
に
対
す
る
割
当
て
を
削

論 説
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る
な
ど
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
資
金
を
日
本
経
済
の
復
興
援
助
に
回
す
よ
う
努
め
る
こ
と
に
な
る
。

(

�)

こ
う
し
て
紆
余
曲
折
を
経
て
、
よ
う
や
く
対
日
復
興
援
助
予
算
が
議
会
を
通
過
す
る
。
ド
レ
ー
パ
ー
は
議
会
審
議
が
難
航
す
る
こ
と

は
十
分
覚
悟
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
が
警
戒
し
て
い
た
の
は
議
会
の
緊
縮
財
政
主
義
者
で
あ
っ
て
、
親
�
派
議
員
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
中
国
重
視
論
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
エ
ロ
ア
授
権
法
の
制
定
が
阻
ま
れ
る
と
い
う
事
態
は
ド
レ
ー
パ
ー
に
と
っ
て
予
想
外

の
出
来
事
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
結
局
、
ド
レ
ー
パ
ー
は
対
外
援
助
歳
出
法
の
中
に
あ
っ
た
ガ
リ
オ
ア
援
助
の
規
定
を
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
り
、
対
日
復
興
援
助
予
算
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
六
月
二
八
日
、
そ
の
歳
出
法
が
大
統
領
署
名
を
得
て
正
式
に
成
立
。

(

�)

こ
う

し
て
米
国
は
対
日
復
興
援
助
に
本
格
的
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

結

論

日
本
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
た
中
国
で
反
日
感
情
が
渦
巻
く
中
、
い
か
に
し
て
日
本
の
復
興
を
推
進
し
て
い
く
か
。

そ
れ
は
、
冷
戦
や
中
国
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
中
国
の
大
国
化
と
日
本
の
無
力
化
と
い
う
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
以
来
の
戦
後
ア
ジ
ア
秩
序

構
想
か
ら
の
脱
却
を
迫
ら
れ
た
米
国
が
直
面
し
た
難
問
で
あ
っ
た
。
問
題
を
難
し
く
し
た
要
因
と
し
て
ま
ず
、
中
国
に
対
す
る
失
望
か

ら
日
本
の
復
興
を
新
た
な
政
策
目
標
に
据
え
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
中
国
の
市
場
と
原
材
料
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
日
本
の
復
興
が
お

ぼ
つ
か
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
も
、
日
本
復
興
政
策
の
推
進
が
中
国
の
反
日
感
情
や
対
日
警
戒
心
、

そ
し
て
日
本
に
代
わ
る
ア
ジ
ア
の
大
国
と
な
る
こ
と
を
夢
見
る
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
し
、
日
中
間
の
貿
易
関
係
の
発
展
を

阻
害
す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
同
様
の
問
題
は
、
中
国
と
同
じ
く
日
本
の
侵
略
を
受
け
た
過
去
を
持
ち
、
米
国
か
ら
戦
後
日
本

の
市
場
・
原
材
料
供
給
地
と
し
て
期
待
さ
れ
た
他
の
周
辺
諸
国
と
の
関
係
で
も
存
在
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
問
題
の
中
心
に
あ
っ
た

の
は
中
国
で
あ
る
。
中
国
は
歴
史
的
に
日
本
と
密
接
な
経
済
関
係
に
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
石
炭
な
ど
戦
後
日
本
経
済
の
復
興
に
必

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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須
の
原
材
料
を
多
く
産
出
し
、
ア
ジ
ア
最
大
の
潜
在
的
市
場
を
も
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、
米
政
府
内
で
は
日
本
復
興
政
策
の
進
め
方
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
路
線
が
対
立
し
た
。
一
方
は
、
中
国
を

は
じ
め
と
す
る
周
辺
諸
国
の
反
日
感
情
な
ど
に
で
き
る
だ
け
配
慮
し
つ
つ
、
日
本
経
済
の
復
興
を
目
指
そ
う
と
す
る
国
際
協
調
路
線
。

も
う
一
方
は
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
よ
り
も
日
本
復
興
政
策
の
推
進
を
優
先
し
よ
う
と
す
る
単
独
行
動
主
義
路
線
で
あ
る
。
前
者
の
立
場

は
日
本
朝
鮮
経
済
課
を
中
心
に
立
案
さ
れ
た
国
務
省
の
日
本
復
興
計
画
に
色
濃
く
反
映
さ
れ
、
後
者
は
陸
軍
省
、
特
に
ド
レ
ー
パ
ー
陸

軍
次
官
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
た
。

国
務
省
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
国
際
協
調
路
線
は
、
日
本
の
経
済
復
興
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
こ
と
が
、
そ
の
目
標
達

成
に
と
っ
て
必
要
な
日
本
の
ア
ジ
ア
貿
易
の
発
展
を
阻
害
す
る
と
い
う
厄
介
な
事
情
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
点
は
評

価
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
国
際
協
調
路
線
に
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
諸
国
の
意
向
を
慮
る
あ
ま
り
、
日

本
復
興
政
策
の
推
進
が
中
途
半
端
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
単
独
行
動
主
義
路
線
を
ア
ジ
ア
貿
易
の
発

展
、
ひ
い
て
は
日
本
の
復
興
を
阻
害
す
る
と
し
て
否
定
し
た
国
務
省
で
あ
っ
た
が
、
同
省
の
掲
げ
る
国
際
協
調
路
線
も
ま
た
日
本
の
復

興
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
国
務
省
は
日
本
の
復
興
推
進
と
周
辺
諸
国
へ
の
配
慮
と
い
う
矛
盾
す

る
二
つ
の
要
請
の
間
で
ジ
レ
ン
マ
に
陥
り
、
有
効
な
日
本
復
興
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
国
際
協
調
路
線
の
限
界
が
露
呈
す
る
中
、
日
本
復
興
政
策
に
お
け
る
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
陸
軍
省
で
あ
っ
た
。
陸
軍
省

で
日
本
経
済
問
題
に
当
た
っ
た
ド
レ
ー
パ
ー
は
、
ア
ジ
ア
貿
易
に
関
す
る
楽
観
論
を
披
瀝
し
、
反
日
感
情
が
日
本
商
品
に
対
す
る
ア
ジ

ア
人
の
欲
望
を
抑
制
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
訴
え
た
。
こ
の
感
情
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
峻
別
す
る
論
理
に
よ
っ
て
ド
レ
ー
パ
ー
は
国
務

省
の
陥
っ
た
ジ
レ
ン
マ
を
回
避
し
、
日
本
復
興
政
策
の
牽
引
車
的
役
割
を
果
た
す
。
四
八
年
一
月
、
ド
レ
ー
パ
ー
主
導
で
作
成
さ
れ
た

エ
ロ
ア
援
助
計
画
が
議
会
に
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
極
東
委
員
会
で
は
、
ド
レ
ー
パ
ー
考
案
の
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
八
四
を
原
案
と
す
る
マ
ッ

論 説
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コ
イ
声
明
が
発
表
さ
れ
る
。
エ
ロ
ア
援
助
に
関
す
る
議
会
審
議
の
開
始
を
告
げ
る
そ
の
声
明
は
、
日
本
復
興
政
策
の
本
格
的
始
動
を
一

方
的
に
宣
言
す
る
に
等
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
内
部
の
路
線
対
立
を
何
と
か
収
束
さ
せ
、
第
八
〇
議
会
に
お
け
る
エ
ロ
ア
援
助
審
議
に
臨
ん
だ
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
で
あ
っ

た
が
、
今
度
は
立
法
府
と
の
間
に
存
在
し
た
大
き
な
ア
ジ
ア
観
の
相
違
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。
中
国
よ
り
日
本
を
重
視
し
、
中
国
に

つ
い
て
は
全
土
の
共
産
化
を
防
ぐ
た
め
の
限
定
的
な
関
与
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
対
し
て
、
議
会
で
は
依
然
と
し

て
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
以
来
の
中
国
重
視
論
が
一
定
の
支
持
を
集
め
、
親
�
派
議
員
を
中
心
に
軍
事
援
助
を
含
む
大
規
模
な
対
中
援
助
を
求

め
る
声
が
強
か
っ
た
。
彼
ら
は
対
日
復
興
援
助
に
反
対
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
本
よ
り
中
国
を
重
視
す
る
と
い
う
点
で
ト
ル

ー
マ
ン
政
権
と
は
大
き
く
異
な
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
。

親
�
派
議
員
が
中
国
重
視
論
を
声
高
に
唱
え
る
中
、
議
会
で
は
行
政
府
提
案
の
中
国
援
助
計
画
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
援
助
計
画
と
一
つ
の

法
案
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
審
議
が
優
先
さ
れ
た
。
そ
の
分
、
エ
ロ
ア
援
助
計
画
の
審
議
は
遅
れ
、
遂
に
は
時
間
的
制
約
の

た
め
そ
の
成
立
が
困
難
と
い
う
状
況
に
ま
で
至
る
。
そ
の
た
め
ド
レ
ー
パ
ー
は
、
エ
ロ
ア
援
助
の
た
め
の
授
権
法
の
制
定
を
あ
き
ら
め
、

ガ
リ
オ
ア
予
算
の
一
部
を
復
興
援
助
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
文
言
を
歳
出
法
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
日
復
興
援
助
予

算
を
獲
得
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
方
、
対
中
援
助
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画
に
あ
っ
た
経
済
援
助
に
加
え
て
贈
与
を
支
給

す
る
と
い
う
妥
協
案
が
成
立
す
る
。
そ
れ
は
実
質
的
な
軍
事
援
助
を
意
味
し
た
が
、
贈
与
と
い
う
条
件
は
国
共
内
戦
に
対
す
る
直
接
的

な
軍
事
関
与
を
避
け
る
の
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
日
本
に
対
す
る
復
興
援
助
と
、
中
国
に
対
す
る
限
定
的
関
与
と
い
う
当
初
の
方
針
を
か
ろ
う
じ
て

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
八
〇
議
会
は
そ
う
し
た
方
針
の
始
動
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
と
し
て
、
米
国
の
ア
ジ
ア
政
策
に
と
っ

て
重
要
な
議
会
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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し
か
し
、
日
本
重
視
論
に
基
づ
い
た
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
日
本
復
興
政
策
は
実
施
段
階
に
入
っ
た
途
端
、
二
つ
の
障
害
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
や
は
り
周
辺
諸
国
の
反
発
で
あ
る
。
中
国
で
は
四
八
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
学
生
を
中
心
に
米
国
の
日
本

復
興
政
策
に
反
対
す
る
大
規
模
な
運
動
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

(

�)

加
え
て
、
国
共
間
の
内
戦
が
激
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
は
日
本
の
市

場
・
原
材
料
供
給
地
と
し
て
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
く
な
る
。
そ
う
し
た
中
、
米
国
は
東
南
ア
ジ
ア
に
期
待
を
寄
せ
た
が
、
そ
の
地
域
に

お
い
て
も
反
日
感
情
が
強
く
、
し
か
も
日
本
復
興
政
策
に
お
け
る
米
国
の
単
独
行
動
が
対
日
感
情
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
て
い
た
。
険
悪

な
雰
囲
気
漂
う
中
、
独
立
を
達
成
し
た
日
本
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
賠
償
交
渉
に
臨
む
も
、
法
外
な
要
求
を
突
き
つ
け
ら
れ
協
議
は

難
航
す
る
。
そ
れ
が
原
因
で
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
よ
る
講
和
条
約
の
批
准
が
遅
れ
、
日
本
と
そ
れ
ら
諸
国
と
の
経
済
関
係
の
発
展
が
阻

害
さ
れ
た
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
対
ア
ジ
ア
貿
易
は
ド
レ
ー
パ
ー
の
楽
観
論
の
よ
う
に
は
い
か
ず
、
ま
さ
に
国
務
省
の
国
際
協
調
路

線
の
推
進
者
が
恐
れ
た
展
開
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
日
本
復
興
政
策
に
と
っ
て
も
う
一
つ
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
第
八
〇
議
会
を
終
え
て
も
な
お
立
法
府
に
残
存
し

た
中
国
重
視
論
で
あ
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
と
っ
て
第
八
〇
議
会
の
決
定
は
自
ら
の
ア
ジ
ア
政
策
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

議
会
側
に
そ
の
よ
う
な
認
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
直
接
的
な
対
中
軍
事
援
助
に
代
わ
っ
て
贈
与
を
支
給
す
る
と
い
う
妥
協

案
を
通
し
、
対
日
復
興
援
助
の
た
め
の
授
権
法
の
制
定
を
省
く
と
い
う
立
法
上
の
措
置
を
取
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ど
ち
ら
の
援
助
の
目

的
も
曖
昧
な
ま
ま
、
議
会
審
議
が
終
了
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
親
�
派
議
員
に
行
政
府
の
対
中
政
策
を
受
け
入
れ

た
と
す
る
認
識
は
な
く
、
四
八
年
後
半
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
中
国
情
勢
が
悪
化
の
度
合
い
を
深
め
る
と
、
彼
ら
は
一
層
声
高
に
対
中

軍
事
援
助
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
親
�
派
議
員
の
激
し
い
批
判
に
晒
さ

れ
た
。
四
九
年
一
〇
月
、
共
産
中
国
が
成
立
す
る
と
、
彼
ら
は
中
国
「
喪
失
」
論
と
対
中
共
敵
視
論
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
中
国

重
視
論
の
変
形
と
も
言
え
る
そ
れ
ら
の
議
論
は
、
中
国
を
失
っ
た
民
主
党
政
権
の
責
任
を
厳
し
く
問
う
と
と
も
に
、
そ
の
国
家
を
乗
っ

論 説
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取
っ
た
共
産
政
権
に
対
す
る
強
硬
政
策
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(

�)

こ
う
し
た
親
�
派
議
員
の
言
動
と
、
彼
ら
が
深
く
関
与
し
、
五
〇
年
代
前
半
の
米
国
社
会
を
混
乱
に
陥
れ
た
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
は
、

朝
鮮
戦
争
の
勃
発
と
い
う
外
的
要
因
と
相
ま
っ
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
や
そ
の
後
に
続
く
政
権
の
対
中
政
策
を
著
し
く
硬
直
化
さ
せ
た
。

共
産
中
国
の
承
認
や
国
連
加
盟
に
対
し
て
米
国
は
頑
な
に
反
対
し
続
け
、
厳
し
い
対
中
禁
輸
体
制
を
構
築
す
る
。
日
本
は
そ
う
し
た
中

国
敵
視
政
策
に
対
す
る
協
力
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
禁
輸
体
制
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
米
国
は
、
日
中
間
の
貿
易
関
係

の
発
展
を
期
す
る
立
場
か
ら
一
転
、
む
し
ろ
そ
れ
を
積
極
的
に
妨
害
す
る
と
い
う
全
く
逆
に
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

(

�)

結
局
の
と
こ
ろ
米
国
は
、
日
本
復
興
政
策
と
中
国
と
の
関
係
に
象
徴
的
に
見
ら
れ
た
ジ
レ
ン
マ
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
国
内

で
も
中
国
問
題
を
う
ま
く
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
事
情
に
よ
り
米
国
は
、
日
本
の
自
国
に
対
す
る
経
済
的
依
存

状
態
を
早
期
に
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
昭
和
二
七
年
度
経
済
白
書
の
言
う
と
お
り
、

日
本
は
占
領
期
に
一
定
の
復
興
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
鉱
工
業
生
産
は
一
九
五
〇
年
度
に
戦
前
水
準

(

一
九
三
四
―
三

六
年)

に
達
し
、
翌
年
度
に
は
そ
れ
を
三
割
ほ
ど
上
回
っ
て
い
る
。

(

�)

し
か
し
、
そ
う
し
た
復
興
は
対
日
援
助
や
朝
鮮
戦
争
に
伴
う
特
需

な
ど
米
国
資
金
に
大
き
く
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
ア
ジ
ア
貿
易
の
発
展
が
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
は
独
立

後
も
し
ば
ら
く
の
間
、
米
国
の
市
場
と
原
材
料
、
そ
し
て
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

(

�)

そ
う
し
た
状
態
は
米
国
に
さ
ら
な
る
負
担
を
も
た
ら
し
、
時
に
は
日
米
間
に
摩
擦
も
引
き
起
こ
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
両
国

間
に
築
か
れ
た
緊
密
な
経
済
関
係
は
、
日
本
と
米
国
の
同
盟
関
係
を
軍
事
分
野
に
止
ま
ら
な
い
、
幅
広
い
利
益
を
共
有
す
る
も
の
へ
と

発
展
さ
せ
る
上
で
重
要
な
要
素
の
一
つ
に
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
に
締
結
さ
れ
た
新
安
全
保
障
条
約
に
旧
安
保
に
は
な
か
っ
た
経
済
的

協
力
を
謳
う
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
重
層
的
な
同
盟
関
係
が
す
で
に
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
の
表
れ
と
見
る
こ
と
も
で

占領期米国の対日経済援助政策の形成



(阪大法学) 58 (5 198) 1140 [2009.1]

き
よ
う
し
、
経
済
関
係
を
ば
ね
に
さ
ら
に
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
日
米
両
国
政
府
の
意
思
の
反
映
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
ま
た
、
中
国
市
場
を
失
い
米
国
市
場
で
の
競
争
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
日
本
経
済
に
と
っ
て
困
難
な
事
態
が
か
え
っ
て
そ
の
体
力
を

強
め
、
占
領
期
に
米
国
が
期
待
ど
こ
ろ
か
、
想
像
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
日
本
の
経
済
発
展
を
も
た
ら
し
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
厳
し
い
環
境
の
中
、
優
れ
た
生
産
力
と
技
術
力
、
そ
し
て
競
争
力
を
持
つ
に
至
っ
た
日
本
は
、
西
側
世
界
に
お
け
る

開
放
的
な
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
を
十
二
分
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
に
止
ま
ら
な
い
世
界
の
経
済
大
国
へ
と
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

(

�)

経
済
安
定
本
部
『
第
一
次
経
済
白
書
』(

講
談
社
、
一
九
七
七
年
）
四
頁
、
九
四
頁
。

(

�)

経
済
企
画
庁
調
査
局
編
『
資
料
経
済
白
書
二
五
年
』(

日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
）
九
―
一
〇
頁
。

(

�)

占
領
期
米
国
の
対
日
経
済
援
助
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政
史
―
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
』
第
三
巻
「
ア
メ
リ
カ
の

対
日
占
領
政
策
」(

秦
郁
彦
執
筆
）(

東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
六
年
）
第
三
章
第
三
節
（
以
下
、
秦
『
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
』
と

記
す)

、
セ
オ
ド
ア
・
コ
ー
エ
ン
／
大
前
正
臣
訳
『
日
本
占
領
革
命

Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
証
言
』
下
巻
（
テ
ィ
ビ
ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
、

一
九
八
三
年
）
第
七
部
、
浅
井
良
夫
『
戦
後
改
革
と
民
主
主
義

経
済
復
興
か
ら
高
度
成
長
へ
』(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
第
五

章
、W

illiam
A

d
am

s
B

ro
w

n
,

Jr.
an

d
R

e
d

v
e

rs
O

p
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,
�
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������
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��
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W
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B
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o
k
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g
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In

stitu
tio

n
,

1
9

5
3)

,
ch

ap
1

2
;

D
ick

K
azu

y
u

k
i

N
an

to
,
“

T
h

e
U

n
ite

d
S

tate
s’

R
o

le
in

th
e

P
o

stw
ar

E
co

n
o

m
ic

R
e
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v

e
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o
f

Jap
an

”
(

P
h
.

D
.

d
iss.,

H
arv

ard
U

n
iv

e
rsity

,
1

9
7

6)

を
参
照
。

(

�)

米
国
の
対
外
援
助
の
規
模
や
内
容
な
ど
、
そ
の
詳
細
を
知
る
に
は
、
米
国
国
際
開
発
庁(

U
S

A
ID
)

の
サ
イ
ト
（h

ttp
://q

e
sd

b
.u

said
.g

o

v
/g

b
k

/in
d
e

x
.h

tm
l

）
が
便
利
で
あ
る
。
ま
た
中
華
民
国
向
け
援
助
に
つ
い
て
は
、D

e
p

artm
e

n
t

o
f

S
tate

,
�
�
�
��

�

�
��

�
���
�
�

�
�
�
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�
���

��
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�
�

�
�����
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���
�
�
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以
下
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���
�
�
��
�

�
����

と
記
す)

（W
ash
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g

to
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D
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C
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G
.

P
.

O
.,

1
9

4
9)

,
p

p
.

1
0

4
2

�10
5

3

も
参
照
。

日
本
独
立
後
、
日
米
間
で
ガ
リ
オ
ア
返
済
問
題
に
関
す
る
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
米
国
側
は
五
三
年
二
月
に
妥
結
し
た
西
ド
イ
ツ
の
ガ
リ
オ

論 説
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ア
返
済
協
定
に
な
ら
っ
て
総
額
の
三
分
の
一
の
返
済
を
要
求
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
側
は
、
日
独
の
置
か
れ
て
い
る
経
済
条
件
の
差
を

強
調
し
て
、
よ
り
有
利
な
条
件
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
た
め
交
渉
は
難
航
す
る
。
結
局
、
日
米
間
の
交
渉
は
一
〇
年
ほ
ど
も
長
引
き
、
最
終

的
に
は
一
九
六
二
年
に
日
本
側
が
四
億
九
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
返
済
す
る
と
い
う
こ
と
で
決
着
し
た
（
秦
『
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
』
五

二
七
―
五
二
九
頁)

。

(

�)
D

e
p

artm
e

n
t

o
f

S
tate

,
F

oreign
R

ela
tion

s
of

th
e

U
n

ited
S

ta
tes
(

以
下
、F

R
U

S

と
略)

:
1

9
4

8
,

V
o

l.
6

（W
ash

in
g

to
n
,

D
.

C
.:

G
.

P
.

O
.,

1
9

7
4)

,
p
.

8
6

1
.

(

�)

対
日
占
領
政
策
の
転
換
に
つ
い
て
、
本
稿
が
主
に
参
照
し
た
も
の
と
し
て
、
秦
『
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策』

、
細
谷
千
博
『
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
へ
の
道
』(

中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年)

、
五
十
嵐
武
士
『
対
日
講
和
と
冷
戦

戦
後
日
米
関
係
の
形
成
』(

東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年)

、
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ャ
ラ
ー
／
五
味
俊
樹
監
訳
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
冷
戦
の
起
源

ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
』

(

木
鐸
社
、
一
九
九
六
年)
。

(

�)

エ
ロ
ア
援
助
計
画
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
以
下
の
研
究
か
ら
そ
の
あ
ら
ま
し
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
五
十
嵐
武
士
「
対
日
占
領
政

策
の
転
換
と
冷
戦
―
対
日
経
済
復
興
政
策
の
立
案
を
中
心
に
し
て
」
中
村
隆
英
編
『
占
領
期
日
本
の
経
済
と
政
治
』(

東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
九
年)

、
シ
ャ
ラ
ー
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
冷
戦
の
起
源』

、
ハ
ワ
ー
ド
・
Ｂ
・
シ
ョ
ー
ン
バ
ー
ガ
ー
／
宮
崎
章
訳
『
占
領
一
九
四
五
〜

一
九
五
二

戦
後
日
本
を
つ
く
り
あ
げ
た
八
人
の
ア
メ
リ
カ
人
』(

時
事
通
信
社
、
一
九
九
四
年
）
第
六
章
。

(

�)

こ
の
点
に
注
目
し
た
研
究
と
し
て
、
シ
ャ
ラ
ー
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
冷
戦
の
起
源
』
と
、W

illiam
S
.

B
o

rd
e

n
,

T
h

e
P

a
cific

A
llia

n
ce:

U
n

ited
S

ta
tes

F
oreign

E
con

om
ic

P
olicy

a
n

d
Ja

p
a

n
ese

T
ra

d
e

R
ecovery,

1
9

4
7

�19
5

5
(

M
ad

iso
n
,

W
I:

U
n

iv
e

rsity
o

f
W

isco
n

sin
P

re
ss,

1
9

8
4)

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
研
究
も
日
本
の
周
辺
諸
国
、
特
に
中
国
に
対
す
る
米
国
の
関
心
が
占
領
方
針
の
転

換
過
程
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の
か
、
十
分
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

(

�)

シ
ョ
ー
ン
バ
ー
ガ
ー
『
占
領
』
第
六
章
。

(

�)

外
務
省
特
別
資
料
部
編
『
日
本
占
領
重
要
文
書
』
第
一
巻
・
基
本
篇
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
）
九
二
頁
。

(

�)

こ
の
点
に
つ
い
て
三
和
良
一
は
、「『

非
軍
事
化
』
の
た
め
に
『
民
主
化
』
が
意
図
さ
れ
た
の
で
あ
り
、『
民
主
化
』
は
『
非
軍
事
化
』

と
い
う
目
的
に
た
い
す
る
手
段
で
し
か
な
か
っ
た
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
（
三
和
良
一
『
日
本
占
領
の
経
済
政
策
史
的
研
究
』[

日
本
経
済

評
論
社
、
二
〇
〇
二
年
〕
一
七
頁)

。
こ
う
し
た
三
和
の
議
論
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
浅
井
『
戦
後
改
革
と
民
主
主
義
』
一
四
頁
、
二
二

占領期米国の対日経済援助政策の形成
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九
―
二
三
一
頁
。
ま
た
五
百
旗
頭
真
は
、「
民
主
化
は
、
そ
れ
自
体
独
立
し
た
価
値
を
持
つ
目
標
で
あ
り
な
が
ら
、
一
面
に
お
い
て
日
本
の

非
軍
事
化
を
国
内
社
会
的
に
構
造
化
す
る
た
め
の
措
置
で
も
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
五
百
旗
頭
真
『
日
米
戦
争
と
戦
後
日
本
』[

講

談
社
、
二
〇
〇
五
年
〕
一
九
五
頁)

。

(
�)

“
R

e
d

u
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f
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n
,

C
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lle
g
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P
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,
M

D

（
以
下
、N

A

と
略)

;

大
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政
史

終
戦
か
ら
講
和
ま
で
』
第
一
巻
「
総
説
、
賠
償
・
終
戦
処
理
」(

安
藤
良
雄
・
原
朗
執
筆
）(

東
洋

経
済
新
報
社
、
一
九
八
四
年
）
三
七
四
―
三
七
六
頁
（
以
下
、
安
藤
・
原
『
総
説
、
賠
償
・
終
戦
処
理
』
と
記
す)

。

(

�)
“

R
e

d
u

ctio
n

o
f

Jap
an

e
se

In
d

u
strial

W
ar

P
o

te
n

tial,
N

A
;

安
藤
・
原
『
総
説
、
賠
償
・
終
戦
処
理
』
三
七
五
―
三
七
六
頁
。

(

�)
“

R
e

d
u

ctio
n

o
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e
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d

u
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W
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P
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N

A
;

安
藤
・
原
『
総
説
、
賠
償
・
終
戦
処
理
』
三
七
六
頁
。

(

�)

ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
三
〇
二
の
作
成
と
並
行
し
て
、
日
本
に
保
証
す
べ
き
最
低
限
の
生
産
能
力
水
準
に
関
す
る
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
た
。
詳
し
く
は
、
安
藤
・
原
『
総
説
、
賠
償
・
終
戦
処
理
』
三
七
一
―
三
七
四
頁
。
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な
お
、
米
国
の
対
日
賠
償
政
策
に
つ
い
て
は
、
岡
野

鑑
記
『
日
本
賠
償
論
』(

東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
五
八
年)

、
安
藤
・
原
『
総
説
、
賠
償
・
終
戦
処
理』

、
北
岡
伸
一
「
賠
償
問
題
の
政
治

力
学
（
一
九
四
五
―
五
九
年)

」
北
岡
伸
一
・
御
厨
貴
編
『
戦
争
・
復
興
・
発
展

昭
和
政
治
史
に
お
け
る
権
力
と
構
想
』(

東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
を
参
照
。

(

�)

ポ
ー
レ
ー
使
節
団
の
中
間
報
告
書
（R

e
p

aratio
n

s
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m
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,
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,
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P
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E
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W
.

P
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）
は
、
同
使
節
団
の
最
終
報
告
書
（R

e
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o
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o
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Jap
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e
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R
e
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n
s

to
th

e
P
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U
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S
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:

N
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e
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e

r

1
9

4
5

to
A

p
ril

1
9

4
6

）
に
参
考
資
料
と
し
て
添
付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
。

(

�)

外
務
省
編
『
初
期
対
日
占
領
政
策

朝
海
浩
一
郎
報
告
書
』
上
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
）
一
五
―
一
六
頁
。

(

	)

こ
の
点
に
つ
い
て
添
谷
芳
秀
は
、「
戦
争
中
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
戦
後
ア
ジ
ア
構
想
は
、
当
時
の
大
統
領
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ベ

ル
ト
が
し
た
た
め
て
い
た
『
中
国
大
国
論
』
を
中
核
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
民
主
的
な
中
国
を
ア
ジ
ア
の
安
定
勢
力
と
し
て
処
遇
し
育
て

る
こ
と
で
、
戦
後
の
ア
ジ
ア
秩
序
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
戦
後
の
国
際
秩
序
の
担
い
手
と
な
る
べ
き
国
際
連
合
が
一
九
四
五

年
に
誕
生
し
た
と
き
、
当
時
の
中
華
民
国
が
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
構
想
の
具
体
化
に

論 説
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他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
秩
序
構
想
の
裏
返
し
が
、
徹
底
し
た
非
軍
事
化
と
民
主
化
を
柱
と
す
る
対
日
占
領
政
策
で
あ
っ
た
」
と

述
べ
て
い
る
（
添
谷
芳
秀
「
吉
田
路
線
と
吉
田
ド
ク
ト
リ
ン

序
に
代
え
て
」
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
』
一
五
一
巻
〔
二
〇

〇
八
年
三
月
〕
四
―
五
頁)

。

(
�)
ア
メ
リ
カ
の
対
日
賠
償
政
策
と
対
中
政
策
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
三
浦
陽
一
「『

一
九
四
五
年
の
精
神
』
と
そ
の
崩
壊

ポ
ー
レ

ー
賠
償
案
の
形
成
と
破
産
一
九
四
五
―
一
九
四
七
」『

岐
阜
大
学
教
養
部
研
究
報
告
』
第
二
三
号
（
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

(

�)

中
村
隆
英
編
『
日
本
経
済
再
建
の
基
本
問
題
』(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）
一
〇
〇
頁
。
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(

�)

三
浦
「『

一
九
四
五
年
の
精
神
』
と
そ
の
崩
壊
」
六
頁
。

(

�)

安
藤
・
原
『
総
説
、
賠
償
・
終
戦
処
理
』
二
二
七
―
二
三
三
頁
、
二
四
一
―
二
四
七
頁
、F
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T
h

e
F

a
r

E
a

stern
C
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m

ission

〔
解
説
・
山
極
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,
V

o
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1

（
東
出
版
、
一
九
九
四
年)

,
p

p
.

1
2

5

�12
6
.

(

�)

安
藤
・
原
『
総
説
、
賠
償
・
終
戦
処
理
』
三
五
一
―
三
五
二
頁
、『
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
一
年
一
二
月
三
日
、
五
日
、
一
一
日
。

(

�)

安
藤
・
原
『
総
説
、
賠
償
・
終
戦
処
理
』
三
五
二
―
三
五
六
頁
。

(

	)

終
戦
直
後
の
日
本
に
お
け
る
食
糧
事
情
や
日
本
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
岩
本
純
明
「
占
領
軍
の
対
日
農
業
政
策
」
中
村
『
占
領
期

日
本
の
経
済
と
政
治
』
所
収
、
一
八
五
―
一
八
七
頁
、
秦
『
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
』
二
七
四
―
二
七
五
頁
、
柴
田
茂
紀
「
対
日
食
糧

援
助
の
開
始
と
継
続
」『

商
学
論
集
』
第
三
三
巻
第
二
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）
二
七
〇
―
二
七
三
頁
を
参
照
。

(


)

岩
本
「
占
領
軍
の
対
日
農
業
政
策
」
一
八
七
―
一
八
八
頁
、B

.
F

.
Jo
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p
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.

(

�)

外
務
省
特
別
資
料
部
編
『
日
本
占
領
重
要
文
書
』
第
一
巻
、
一
〇
四
頁
。

(
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P
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,
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R
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,

Im
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e
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iate
P
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p
.9

.

日
本
の
食
糧
事
情
に
関
す
る
米
国
側
の
楽
観
論
に
つ
い
て
は
、
秦

『
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
』
二
七
五
頁
、
二
八
六
頁
も
参
照
。

(


)

秦
『
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
』
二
七
五
頁
。

(

�)

吉
田
茂
『
回
想
十
年
』
第
二
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
）
二
三
三
―
二
三
四
頁
。
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.
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』
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テ
ィ
ビ
ー
エ
ス
・
ブ
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タ
ニ
カ
、
一
九
八
三
年
）
二
二
五
頁
。
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五
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旗
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真
『
米
国
の
日
本
占
領
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策

戦
後
日
本
の
設
計
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』
下
巻
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中
央
公
論
社
、
一
九
八
五
年
）
一
六
頁
、
一
一
一
頁
、
コ
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p
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シ
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の
形
成
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九
八
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年
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五
〇
頁
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照
。
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主
党
の
議
席
数
は
、
一
九
四
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史
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史
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占領期米国の対日経済援助政策の形成
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対
日
占
領
政
策
に
対
す
る
四
六
年
中
間
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の
影
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る
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と
し
て
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ア
・
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ー
エ
ン
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h
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h
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が
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。
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は
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占
領
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策
の
変
化
を
も
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ら
し
た
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大
き
な
要
因
と
し
て
、
四
六
年
選
挙
に
よ
る
保
守
勢
力
の
台
頭
を
挙
げ
て
い
る
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エ
ン
『
日
本
占
領
革
命
』
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一
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）
二
〇

三
―
二
〇
五
頁
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稿
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に
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外
交
史
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西
川
博
史
解
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／
石
堂
哲
也
・
西
川
博
史
訳
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
』
第
五
二
巻
・
外
国
貿
易
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
年
）

二
五
三
―
二
五
四
頁
。
た
だ
し
、
日
本
側
が
援
助
額
を
上
回
る
費
用
を
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日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
賠
償
交
渉
に
つ
い
て
は
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安
藤
・
原
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説
、
賠
償
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終
戦
処
理
』
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六
章
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伸
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賠
償
問
題

の
政
治
力
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照
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動
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占領期米国の対日経済援助政策の形成
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